
備 考

　２３条第１項」とすること。

計
80　 78　 162　 10　 330　 0　 274　

（80） （78） （162） （10） （330） （0） （274）

（0）

（0）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0）

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0）

（0） （0）

330　 大学設置基準別
表第一ロに定め
る基幹教員数の
四分の三の数
105人

（80） （78） （162） （10） （330）

0 0 0 0

162　 10　 330　

（80） （78） （162） （10） （330）

0

（0） （0）

162　 10　 330　

（80） （78） （162） （10） （330）

330人 0人 274人

（80） （78） （162） （10） （330） （0） （274）新

設

分

医学部　医学科
80人 78人 162人 10人

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

小計（ａ～ｂ）
80　 78　

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

80　 78　 162　 10　

（0） （0）

計（ａ～ｄ）
80　 78　

学部等の名称
基幹教員

助手
基幹教員以外の
教 員
（助手を除く）教授 准教授 講師 助教 計

実験・実習 計

－ －　科目 －　科目 －　科目 －　科目

同一設置者内における
変 更 状 況
（ 定 員 の 移 行 ，
名 称 の 変 更 等 ）

令和7年4月名称変更予定
川崎医療福祉大学
　医療福祉学部
　　子ども医療福祉学科 → 医療保育学科
　医療福祉マネジメント学部
　　医療情報学科 → 医療データサイエンス学科

－　　単位

教育
課程

新設学部等の名称
開設する授業科目の総数

卒業要件単位数
講義 演習

計
124

(110)
－ 674

(660)

新
設
学
部
等
の
概
要

医学部医学科の
今回の14名の入
学定員の増員
は、令和7年度の
みの臨時定員増
である。
また、医学部医
学科の令和6年度
における収容定
員は752名であ
る。

医学関係

学位 学位の分野
開設時期及
び開設年次

別記様式第２号（その１の１）

基　本　計　画　書

基 本 計 画

事 項 記 入 欄

フ リ ガ ナ ｶﾜｻｷｲｶﾀﾞｲｶﾞｸ

大 学 の 名 称 川崎医科大学（Kawasaki Medical School）

所在地

学士（医学） 岡山県倉敷市
松島577番地

　　年　月
第　年次

年 人 年次
人

人

医学部
　医学科 6 124

(110)
674
(660)

令和7年4月
第1年次

新 設 学 部 等 の 目 的
「地域の医師確保等の観点からの令和７年度医学部入学定員の増加について（通知）」を受けて、
地域医療に貢献する医師の養成を行うために入学定員を増員する。

新 設 学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

－

大 学 本 部 の 位 置 岡山県倉敷市松島577番地

計 画 の 区 分 大学の収容定員に係る学則変更

フ リ ガ ナ ｶﾞｯｺｳﾎｳｼﾞﾝ　ｶﾜｻｷｶﾞｸｴﾝ

設 置 者 学校法人　川崎学園

大 学 の 目 的
　教育基本法及び学校教育法に基づき、有能にして社会の要請にこたえ得る医師を養成することを
目的とする。
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大学全体

図書購入費には
電子ｼﾞｬｰﾅﾙ・ﾃﾞｰ
ﾀﾍﾞｰｽの整備費
（運用ｺｽﾄ含む）
を含む

7,000千円 7,000千円

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学等経常費補助金、事業収入、雑収入

20,000千円 20,000千円

学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

10,500千円

第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

教員１人当り研究費等 765千円 765千円 765千円 765千円 765千円 765千円経費
の見
積り
及び
維持
方法
の概
要

経費
の見
積り

区　分 開設前年度 第１年次 第２年次

図 書 購 入 費 80,000千円 80,000千円 80,000千円

共同研究費等 69,650千円 69,650千円

7,000千円 7,000千円 7,000千円

〔うち外国書〕 点 点

69,650千円 69,650千円 69,650千円 69,650千円

80,000千円 80,000千円 80,000千円 80,000千円

設 備 購 入 費 20,000千円 20,000千円 20,000千円 20,000千円 20,000千円

新設学部等の名称

図書 学術雑誌 機械・器具

160,500〔83,787〕　 4,597〔4,591〕 6,696〔3,372〕 3,168〔1,590〕　 12764

スポーツ施設等
スポーツ施設 講堂 厚生補導施設

大学全体
3,999㎡ 1,507㎡ 10,507㎡

4,476

（160,500〔83,787〕） （4,597〔4,591〕） （6,696〔3,372〕） （3,168〔1,590〕） （12,764） （4,476）
計

160,500〔83,787〕　 4,597〔4,591〕 6,696〔3,372〕 3,168〔1,590〕　 12764

図
書
・
設
備

大学全体

（　　78,718 ㎡） （　　　　　0 ㎡） （　　　　　0 ㎡） （　　78,718 ㎡）

教 室 ・ 教 員 研 究 室 教 室 42 室 教 員 研 究 室 212 室

校　　　舎

専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

標本

〔うち外国書〕 電子図書 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

冊 〔うち外国書〕

4,476

（160,500〔83,787〕） （4,597〔4,591〕） （6,696〔3,372〕） （3,168〔1,590〕） （12,764） （4,476）

種

0 ㎡ 0 ㎡ 185,336㎡

そ の 他 41,136㎡ 0 ㎡ 0 ㎡

校
　
地
　
等

区　　　分 専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

41,136㎡

0 ㎡ 0 ㎡ 78,718 ㎡78,718 ㎡

合 計 226,472㎡ 0 ㎡

計
3,025　 161　

（3,025） （161） （3,186）

0 ㎡ 226,472㎡

（46） （2,452）

指 導 補 助 者
0　 0　 0　

（0） （0） （0）

そ の 他 の 職 員
218　 86　 304　

（218） （86） （304）

川崎医科大学総
合医療センター
借用地12,089㎡
借地期間：2057
年1月まで
川崎医科大学高
齢者医療セン
ター借用地
696.42㎡
2028年3月取得予
定

校 舎 敷 地 185,336㎡

職　　　種 専　　属 その他 計

事 務 職 員
397人 29人 426人

（397）

図 書 館 職 員
4　 0　 4　

（4） （0） （4）

（29） （426）

技 術 職 員
2,406　 46　 2,452　

（2,406）

3,186　

0　 274　

（80） （78） （162） （10） （330） （0） （274）

－ －

（－） （－） （－） （－） （－） （－） （－）

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

－

計
－ － － － －

合　　　　計
80　 78　 162　 10　 330　

既

設

分

（－） （－）

計（ａ～ｄ）
－ － － － －

（－） （－） （－） （－） （－）

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

－

（－） （－） （－） （－） （－）

－ － － －

－ － －

（－） （－） （－） （－） （－）

－

－ － －

－ － － －

（－） （－） （－） （－） （－）

（－）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

－ － － － －

（－） （－） （－）

－

（－） （－） （－） （－）

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

小計（ａ～ｂ）
－ －

－ － －

（－） （－） （－） （－） （－） （－）

－ － － －

（－）
該当なし
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学士
(医療福祉学)

－

－

－

学士
(健康体育学)

学士
(臨床栄養学)

学士
(臨床工学)

学士
(診療放射線技術学)

学士
(臨床検査学)

学士
(視能療法学)

医療技術学部 4

　健康体育学科 4 80 3年次
3

326 0.85 平成3

　保健看護学科 4 120 － 480 1.11 平成31

　作業療法学科 4 60 － 240 1.00 平成31

　言語聴覚療法学科 4 60 － 240 0.91 平成31

　臨床栄養学科 4 50 3年次
3

206 0.65 平成3

1.27 平成29

　臨床工学科 4 80 － 320 0.78 平成19

　臨床心理学科 4 80 3年次
5

330 0.77 平成3

　子ども医療福祉学科 4 80

　視能療法学科 4 40 － 160 0.85

　臨床検査学科 4 60 － 240 1.13 平成29

　診療放射線技術学科 4 60 － 240

564 0.38 平成3

平成31

学士
(保健看護学)

324

3年次
10

0.57 平成29学士
(子ども医療福祉学)

学士
(臨床心理学)

学士
(作業療法学)

学士
(言語聴覚療法学)

大 学 等 の 名 称

昭和51

－

－

3年次
2

330 3年次
6

1,332 0.93 平成3

保健看護学部 4 120 － 480 1.11 平成31

既
設
大
学
等
の
状
況

川崎医療福祉大学

学位又
は称号

所　在　地

岡山県倉敷市
松島288番地

リハビリテーション学部 4 220 － 880 1.00 平成31

　理学療法学科 4 60 － 240 1.21 平成31

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

収 容 定 員
充 足 率

開設
年度

医療福祉学部

平成29年度定員
変更（16）
令和2年度定員変
更（14）
令和4年度定員変
更（16）
令和5年度定員変
更（16）
令和6年度定員変
更（16）

100 0.68

4 296 3年次
17

1,218 0.54 平成3

年 人 年次
人

人 倍

岡山県倉敷市
松島577番地

医学部
　医学科 6 学士（医学）

博士（医学）

　医療福祉学科 4 136

学士
(理学療法学)

4 25

大 学 等 の 名 称 川崎医科大学

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

収 容 定 員
充 足 率

倍
既
設
大
学
等
の
状
況

126 － 752 1.04 昭和45

医学研究科
　医科学専攻

開設
年度

所　在　地

年 人 年次
人

人
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－

修士
（医療福祉経営

学）修士
（医療秘書学）

修士
（医療福祉ﾃﾞｻﾞｲﾝ学）

修士
（医療情報学）

博士
（医療福祉マネジメント学）

　医療秘書学専攻（修士課程） 2 2 － 4 0.00 平成21

　医療福祉経営学専攻（修士課程） 2

平成21

　医療福祉マネジメント学専攻（博士後期課程） 3 2 － 6 0.16 平成21

　医療情報学専攻（修士課程） 2 4 － 8 0.62 平成21

　医療福祉デザイン学専攻（修士課程） 2 4 － 8 0.12

8　健康体育学専攻（修士課程） 2 修士
（健康体育学）

博士
（感覚矯正学）

修士
（感覚矯正学）

博士
（保健看護学）

修士
（保健看護学）

－

　医療技術学専攻（修士課程） 2

－

－

－ 32

大学院全体 － 130 － 277 0.48

平成21

3 － 6 0.16 平成21

医療福祉ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学研究科 － 15

－ 16 0.75

0.25

8

－

令和3

　医療技術学専攻（博士後期課程） 3 2 － 6 0.50 令和3博士
（医療技術学）

修士
（医療技術学）

医療福祉学研究科 － 69 － 145 0.53 平成8－

　感覚矯正学専攻（修士課程） 2 8 － 16 0.25 平成8

　感覚矯正学専攻（博士後期課程） 3 2 － 6 0.83 平成10

大学全体 4 1,186 3年次
32

4,808 0.75

　医療秘書学科 4 60 3年次
2

244 0.37 平成17

　医療福祉ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科 4 40 3年次
2

164 0.37 平成17学士
(医療福祉ﾃﾞｻﾞｲﾝ学)

学士
(医療秘書学)

0.25 平成17

　医療情報学科 4 60 3年次
3

246 0.35 平成17学士
(医療情報学)

学士
(医療福祉経営学)

医療福祉ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学部 4 220 3年次
9

898 0.33 平成17

　医療福祉経営学科 4 60 3年次
2

244

平成8

平成18

　臨床心理学専攻（修士課程） 2 40 － 80 0.45 平成8

　臨床心理学専攻（博士後期課程） 3 2 － 6 0.33 平成10博士
（臨床心理学）

修士
（臨床心理学）

　保健看護学専攻（修士課程） 2 12 － 24 0.87

6 0.83

　医療福祉学専攻（修士課程） 2 10 － 20 0.40 平成8

　医療福祉学専攻（博士後期課程） 3 3 － 9 0.66 平成10博士
（医療福祉学）

修士
（医療福祉学）

3 2 －

平成10

　臨床栄養学専攻（修士課程） 2 8 － 16 0.37 平成8

　ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学専攻（修士課程） 2 6 － 12 0.75 平成11

博士
（健康科学）

医療技術学研究科 － 46 － 100 0.48

博士
（ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学）

修士
（ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学）

修士
（臨床栄養学）

　健康科学専攻（博士後期課程） 3 2 － 6 0.16

　ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学専攻（博士後期課程） 3 2 － 6 0.00 平成13

－ 16 0.50 平成8

平成11

　保健看護学専攻（博士後期課程）

既
設
大
学
等
の
状
況

岡山県倉敷市
松島288番地
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川崎医科大学総
合医療センター
借用地12,089㎡
借地期間：令和
39年（2057年）1
月まで

川崎医科大学高
齢者医療セン
ター借用地
696.42㎡
令和10年（2028
年）3月取得予定

看護学科 3 120 － 360 0.86 昭和48

大 学 等 の 名 称

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

収 容 定 員
充 足 率

開設
年度

年次
人

人 倍年 人
既
設
大
学
等
の
状
況

川崎医療短期大学

学位又
は称号

所　在　地

岡山県岡山市北区
中山下二丁目
1番70号

短期大学全体 － 170 － 510 － 0.66

医療介護福祉学科 3 50 － 150 0.20

名　　称 ： 川崎医科大学附属病院
目　　的 ： 医療の発展及び医療機関、教育病院としての地域への貢献
所 在 地 ： 岡山県倉敷市松島577番地
設置年月 ： 昭和48年12月
規 模 等 ： 土地 19,545㎡、建物 79,045㎡

名　　称 ： 川崎医科大学総合医療センター
目　　的 ： 医療の発展及び医療機関、教育病院として地域への貢献
所 在 地 ： 岡山県岡山市北区中山下2丁目6番1号
設置年月 ： 平成28年8月
規 模 等 ： 土地 12,089㎡、建物 46,934㎡

平成13

短期大学士
（看護）

短期大学士
（医療介護福祉）

　ポーツ施設等」及び「経費の見積もり及び維持方法の概要」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

６　「教育課程」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

７　空欄には，「－」又は「該当なし」と記入すること。

２　「新設分」及び「既設分」の備考の「大学設置基準別表第一イ」については、専門職大学にあっては「専門職大学設置基準別表第一イ」、短期大学

　にあっては「短期大学設置基準別表第一イ」，専門職短期大学にあっては「専門職短期大学設置基準別表第一イ」にそれぞれ読み替えて作成すること。

３「既設分」については，共同学科等に係る数を除いたものとすること。

４　私立の大学の学部又は短期大学の学科の収容定員に係る学則の変更の届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「教室・教員研究室」，「図書・

　設備」及び「スポーツ施設等」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

５　大学等の廃止の認可の申請又は届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「校地等」，「校舎」，「教室・教員研究室」，「図書・設備」，「ス

名　　称 ： 川崎医科大学高齢者医療センター
目　　的 ： 医療の発展及び医療機関、教育病院として地域への貢献
所 在 地 ： 岡山県岡山市北区中山下2丁目1番80号
設置年月 ： 令和5年9月
規 模 等 ： 土地 3,917㎡、建物 5,783㎡

附属施設の概要

（注）

１　共同学科の認可の申請及び届出の場合，「計画の区分」，「新設学部等の目的」，「新設学部等の概要」，「教育課程」及び「新設分」の欄に記入

　せず，斜線を引くこと。
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令和6年度 入学
定員

編入学
定員

収容
定員

令和7年度 入学
定員

編入学
定員

収容
定員

変更の事由

川崎医科大学 川崎医科大学
医学部 医学部

医学科 126 － 676 医学科 124 － 674 定員変更(14)令和7年度のみ

計 126 － 676 計 124 － 674 （令和6年度のみ定員変更（16））

川崎医科大学大学院 川崎医科大学大学院
医学研究科 医学研究科
　医科学専攻 25 － 100 　医科学専攻 25 － 100

計 25 － 100 計 25 － 100

川崎医療福祉大学 3年次 川崎医療福祉大学 3年次
医療福祉学部 医療福祉学部

医療福祉学科 136 10 564 医療福祉学科 136 10 564
臨床心理学科 80 5 330 臨床心理学科 80 5 330
子ども医療福祉学科 80 2 324 医療保育学科 80 2 324 名称変更

保健看護学部 保健看護学部
保健看護学科 120 － 480 保健看護学科 120 － 480

リハビリテーション学部 リハビリテーション学部

理学療法学科 60 － 240 理学療法学科 60 － 240
作業療法学科 60 － 240 作業療法学科 60 － 240
言語聴覚療法学科 60 － 240 言語聴覚療法学科 60 － 240
視能療法学科 40 － 160 視能療法学科 40 － 160

医療技術学部 医療技術学部
臨床検査学科 60 － 240 臨床検査学科 60 － 240
診療放射線技術学科 60 － 240 診療放射線技術学科 60 － 240
臨床工学科 80 － 320 臨床工学科 80 － 320
臨床栄養学科 50 3 206 臨床栄養学科 50 3 206
健康体育学科 80 3 326 健康体育学科 80 3 326

医療福祉マネジメント学部 医療福祉マネジメント学部

医療福祉経営学科 60 2 244 医療福祉経営学科 60 2 244
医療情報学科 60 3 246 医療データサイエンス学科 60 3 246 名称変更
医療秘書学科 60 2 244 医療秘書学科 60 2 244
医療福祉デザイン学科 40 2 164 医療福祉デザイン学科 40 2 164

計 1,186 32 4,808 計 1,186 32 4,808

川崎医療福祉大学大学院 川崎医療福祉大学大学院

医療福祉学研究科 医療福祉学研究科
医療福祉学専攻（修士課程） 10 － 20 医療福祉学専攻（修士課程） 10 － 20
医療福祉学専攻（博士後期課程） 3 － 9 医療福祉学専攻（博士後期課程） 3 － 9
臨床心理学専攻（修士課程） 40 － 80 臨床心理学専攻（修士課程） 40 － 80
臨床心理学専攻（博士後期課程） 2 － 6 臨床心理学専攻（博士後期課程） 2 － 6
保健看護学専攻（修士課程） 12 － 24 保健看護学専攻（修士課程） 12 － 24
保健看護学専攻（博士後期課程） 2 － 6 保健看護学専攻（博士後期課程） 2 － 6

医療技術学研究科 医療技術学研究科
感覚矯正学専攻（修士課程） 8 － 16 感覚矯正学専攻（修士課程） 8 － 16
感覚矯正学専攻（博士後期課程） 2 － 6 感覚矯正学専攻（博士後期課程） 2 － 6
健康体育学専攻（修正課程） 8 － 16 健康体育学専攻（修正課程） 8 － 16
臨床栄養学専攻（修士課程） 8 － 16 臨床栄養学専攻（修士課程） 8 － 16
リハビリテーション学専攻（修士課程） 6 － 12 リハビリテーション学専攻（修士課程） 6 － 12
リハビリテーション学専攻（博士後期課程） 2 － 6 リハビリテーション学専攻（博士後期課程） 2 － 6
健康科学専攻（博士後期課程） 2 － 6 健康科学専攻（博士後期課程） 2 － 6
医療技術学専攻（修士課程） 8 － 16 医療技術学専攻（修士課程） 8 － 16
医療技術学専攻（博士後期課程） 2 － 6 医療技術学専攻（博士後期課程） 2 － 6

医療福祉マネジメント学研究科 医療福祉マネジメント学研究科

医療福祉学専攻（修士課程） 3 － 6 医療福祉学専攻（修士課程） 3 － 6
医療秘書学専攻（修士課程） 2 － 4 医療秘書学専攻（修士課程） 2 － 4
医療福祉デザイン学専攻（修士課程） 4 － 8 医療福祉デザイン学専攻（修士課程） 4 － 8
医療情報学専攻（修士課程） 4 － 8 医療情報学専攻（修士課程） 4 － 8
医療福祉マネジメント学専攻（博士後期課程） 2 － 6 医療福祉マネジメント学専攻（博士後期課程） 2 － 6

計 130 － 277 計 130 － 277

川崎医療短期大学 川崎医療短期大学
看護学科 120 － 360 看護学科 120 － 360
医療介護福祉学科 50 － 150 医療介護福祉学科 50 － 150

計 170 － 510 計 170 － 510

学校法人川崎学園　収容定員の変更等に関わる組織の移行表
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① 書類等の題名 

「校地校舎等の図面」４ページから 5ページ 

校舎、運動場等の配置図 

② 出典

  Yahoo 

③ 書類等の利用範囲 

https://map.yahoo.co.jp/maps 

④ その他（加工に関する説明） 

 川崎医科大学・川崎医科大学附属病院および川崎医科大学総合医療センター、

川崎医科大学高齢者医療センターの校舎・運動場の 配置図を示すため、地図上

に所要の事項を記入した。 



 

川崎医科大学学則 

 

 

第１章 目的及び使命 

（目 的） 

第１条 本学は、教育基本法及び学校教育法に基づき、有能にして社会の要請にこたえ得る医師を養成

することを目的とする。 

  （使 命） 

第２条 本学は、良医を世に送って社会福祉に貢献し、医学の進展に寄与するため次の目標の達成に努

める。 

一 人間愛を基調とする知性と道徳性をかん養して、医の倫理を体得すること。 

  二 重大な使命と責任を果たすため、強健な意志と体力を養うこと。 

  三 近代医学の深奥を究め、進んで新分野を開拓すること。 

 （自己点検・評価） 

第３条 本学は、その教育研究の向上を図り、第１条、第２条の目的及び使命を達成するため、教育研

究活動等の状況について自己点検及び評価を行う。 

２ 前項の自己点検及び評価に関する事項は別に定める。 

 

第２章 組織及び修業年限 

（組 織） 

第４条 本学に医学部医学科を置く。 

 （修業年限） 

第５条 医学科の修業年限は６年とする。 

２ 同一学年に在学できる年数は原則として２年以内とし、通算して12年を超えることはできない。 

  （収容定員） 

第６条 学生の定員は、入学定員110名、収容定員660名とする。 

 

第３章 学年・学期及び休業日 

  （学 年） 

第７条 学年は、４月１日に始まり、翌年３月31日に終わる。 

  （学 期） 

第８条 学年を分けて次の３学期とする。 

第１学期 ４月１日から８月31日まで 

第２学期 ９月１日から12月31日まで 

第３学期 １月１日から３月31日まで 

 （休業日） 

第９条 学年中の休業日は、次のとおりとする。 

一 日曜日 

  二 国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日 

  三 学園創立記念日 ６月１日 

  四 夏季休業日 
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  五 冬季休業日 

  六 学年末休業日 

２ 前項第四号から第六号の休業日は、都度、学長が定める。 

３ 教育上必要がある場合は、学長は第１項の休業日を変更することができる。 

４ 臨時休業日は、その都度、学長が定める。 

 

第４章 授業科目及び授業時間数 

（授業科目及び授業時間数） 

第10条 授業科目は、一般教育科目、外国語科目、保健体育科目及び基礎教育科目（以下「教養科目」

という。）並びに専門教育科目とする。 

２ 学生が履修すべき授業科目、年次配当、単位数及び授業時間数は、運営委員会、教授会の議を経て

学長が定める。 

３ 前項に規定する授業科目、年次配当、単位数、授業時間数及び単位の計算方法は、教育目的を達成

するために在学中においても変更することがある。 

４ 前各項に規定するもののほか、授業科目及び授業時間数等については、別に定める。 

 

第５章 履修方法等及び科目修了認定 

  （履修方法等） 

第11条 １年間の授業を行う期間は、定期試験等の期間を含め35週にわたることを原則とする｡ 

２ 各授業科目の単位数は、１単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成すること

を標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学修等を考慮して、

次の基準により計算する。 

一 講義及び演習については、15時間から30時間の授業をもって１単位とする。 

 二 実験、実習及び実技については、30時間から45時間の授業をもって１単位とする。 

 三 授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二つ以上の方法の併用により行う場合 

については、その組み合わせに応じ、前二号に規定する基準を考慮して大学が定める時間の授業を

もって１単位とする。 

３ 前各項に規定するもののほか、履修方法等については、別に定める。 

（科目修了の認定） 

第12条 各授業科目修了の認定は、試験及びその他の方法により行う。 

２ 授業科目修了の認定は、各授業科目について行うものとし、１の授業科目について、出席時間数が、 

授業時間数の３分の２に達しない者は、当該授業科目修了の認定を受けることができない。 

３ 授業料等学費を滞納中の者は、当該授業科目の認定を受けることができない。    

 （成績の評価、進級） 

第13条 各授業科目の成績の評価は、別に定める評価基準により行う。 

２  進級、留年等の条件は、別に定める。 

 

第６章 入学・転学・休学・退学・復学及び除籍 

  （入学の時期） 

第14条  入学の時期は、学年の始めとする。 

  （入学の資格） 

第15条 本学に入学することのできる者は、次の各号の一に該当する者とする。 
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一 高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者 

 二 通常の課程による12年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程によりこれに相当する学校

教育を修了した者を含む。） 

 三 外国において学校教育における12年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学大臣の指

定したもの 

 四 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課

程を修了した者 

  五 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たす

ものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者 

  六 文部科学大臣の指定した者 

  七 高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した者（旧規程による大学

入学資格検定に合格した者を含む。） 

 八 本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認め

た者で、18歳に達したもの 

  （入学の出願） 

第16条 入学志願者は、入学願書に所定の検定料及び別に定める書類を添えて願い出なければならない。 

  （入学者の選考） 

第17条 前条の入学志願者については、別に定めるところにより選考する。 

（入学手続） 

第18条 前条の選考の結果に基づき合格の通知を受けた者は、保証人２人を定め、所定の期日までに、

誓約書、保証書、その他所定の書類を提出するとともに、所定の学費を納付しなければならない。 

２ 前項に規定する保証人は、独立の生計を営む成年者で、本学に対して当該学生に関するいっさいの

責任を負うことのできるものでなければならない。 

３  第１項に規定する保証人のうち、原則として１人は親族とし、他の１人は本学の近郊に居住する者

とする。 

４ 学長は、保証人が適当でないと認めたときは、変更させることができる。 

  （入学許可） 

第19条 学長は前条に定める入学手続きを完了した者に入学を許可する。 

  （休学及び復学） 

第20条 疾病その他やむを得ない事由により３ヶ月以上出席することができないときは、事由を明記し

保証人連署の上学長に願い出て、その許可を得て休学することができる。疾病の場合は、本学の指定

する診断書を添付しなければならない。 

２ 病気その他の事由により修学することが不適当と認められる場合には、学長は休学を命ずることが 

できる。 

３ 休学期間は、引き続き２年を超えることができない。 

４ 休学期間は、これを在学期間に算入しない。 

５ 休学の期間中に、その事由が消滅したときは、学長の許可を受けて復学することができる。 

  （退学及び再入学） 

第21条 疾病その他やむを得ない事由により退学しようとする者は、その事実を証する書類を添え、保

証人連署で学長に退学願を提出して、許可を受けなければならない。 

２ 前項の規定により退学した者で、再入学を願い出た者に対しては、欠員のある場合に限り、選考に

より相当の学年に入学を許可することができる。 
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 （除 籍） 

第22条 学生が次の各号の一に該当するときは、これを除籍することができる。 

一 死亡又は行方不明の者 

  二 疾病、学力劣等及びその他の事由により成業の見込みがないと認められた者 

  三 所定の在学期間を超えた者 

  四 授業料等の納付を怠り、督促を受けても納付しない者 

 

第７章 卒業及び学士 

  （卒業証書及び学士の学位） 

第23条 第５条に規定する期間在学し、第10条に定める教養科目の単位を修得し、専門教育科目の修了

の認定を受けた者には、卒業証書を授与する。 

２ 本学を卒業した者には、学士（医学）の学位を授与する。 

 

第８章 検定料・入学金及び授業料 

  （検定料） 

第24条 本学に入学を志願する者の検定料は別に定める。 

  （入学料） 

第25条 本学に入学を許可された者は、入学金として200万円を納付しなければならない。 

  （授業料） 

第26条 本学の授業料は、年額200万円とし、毎年４月１日までに納付しなければならない。 

２ やむを得ない事由により、授業料の分納を認められた者は、２回に分けて納付することができる。

分納の場合には、４月１日までに100万円、９月１日までに100万円とする。 

３ 休学した学生に対しては、当該期間中の授業料を免除する。ただし、休学又は復学した日の属する

年度の授業料については、この限りでない。退学、又は除籍された場合も同様とする。 

４ 休学中に、復学準備のために登校し、授業を受けさせた場合は、その年度の授業料及びその他の学

費を納入するものとする。 

  （既納の検定料、入学金及び授業料） 

第27条 いったん納入した検定料、入学金、授業料等はいかなる理由があっても返還しない。ただし、

学年の始めに授業料の全額を納入した者が、その学年の全期間を休学した場合には返還する。 

 

第９章 聴講生・委託生及び特別聴講学生 

  （聴講生） 

第28条 本学所定の授業科目中、１科目又は数科目について聴講を希望する者があるときは、授業・研

究及び設備に妨げのない限り、選考の上、聴講生として聴講を許可することがある。 

  （委託生） 

第29条 公の機関等からその所属職員につき、聴講科目又は研究事項を定め、研修について委託の願い

出があるときは、授業・研究及び設備に妨げのない限り、選考の上、委託生として入学を許可するこ

とがある。 

（特別聴講学生） 

第30条 他の大学（短期大学及び高等専門学校並びに外国の大学及び短期大学を含む。）の学生で、本学

において授業科目を履修することを志願する者があるときは、当該大学との協定に基づき、特別聴講

学生として履修を許可することができる。 
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（聴講生・委託生及び特別聴講学生に関する規程） 

第31条 聴講生・委託生及び特別聴講学生に関する規程は別に定める。 

 

第10章 賞罰 

  （表 彰） 

第32条 学生が学業成績及び性行が特に優秀で、他の学生の模範とするに足る者があるときは、学長が

表彰することができる。 

２ 表彰に関する規程は別に定める。 

  （懲 戒） 

第33条 学生が本学の規則に違背し、又は学生の本分に反する行為があるときは懲戒する。 

２ 懲戒は、戒告・停学及び退学とする。ただし、退学は次の各号の一に該当する場合に限る。 

一 性行不良で、改善の見込みがないと認められる者 

  二 正当な事由がなくて、出席が常でない者 

  三 本学の秩序を乱し、その他本学の学生としての本分に反した者 

 

第11章 教職員の組織 

  （教職員） 

第34条 本学に次の教職員を置く。 

学   長 

副 学 長      

教 授      

准 教 授 

講   師 

助   教    

助   手 

事務職員      

技術職員      

教務職員      

そ の 他      

 

第12章 教授会 

  （教授会） 

第35条 本学に教授会を置く。 

２ 教授会は、学長が招集して、その議長となり、副学長及び専任の教授をもって構成する。ただし、 

学長が必要と認めた場合は、専任の准教授等を加えることができる。 

３ 教授会は、学長が次の各号に掲げる事項について決定を行うにあたり意見を述べるものとする。 

一 学生の入学、卒業及び課程の修了に関する事項 

二 学位の授与に関する事項 

三 その他本学の教育、研究に関する重要事項で、教授会の意見を聴くことが必要なものとして学長が 

定めるもの 

４ 教授会は、前項に規定するもののほか、学長がつかさどる教育研究に関する事項について審議し、

及び学長の求めに応じ、意見を述べることができる。 
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５ 前各項に規定するもののほか、教授会に関する事項は別に定める。 

 

第13章 学生寮 

  （学生寮） 

第36条 本学に学生寮を置く。 

２ １学年に在学する学生は、学生寮に入寮しなければならない。 

３ 学生寮に関する規程は別に定める。 

 

第14章 学則の改廃 

  （学則の改廃） 

第37条 この学則の改廃は、学長が発議し、評議員会の議決を経て、理事会が行う。 

 

附 則 

この学則は、昭和45年４月１日から施行する。 

附  則 

この学則は、昭和49年４月１日から施行する。 

      附  則 

この学則は、昭和49年11月20日から施行する。 

      附  則 

この学則は、昭和51年４月１日から施行する。ただし、第４条学生定員、第23条入学料、及び第24条

授業料第１項及び第２項は、昭和51年度の入学生から適用する。 

附  則 

この学則は、昭和52年４月１日から施行する。ただし、第23条入学料、及び第24条授業料第１項及び

第２項は、昭和52年度の入学生から適用する。 

      附  則 

この学則は、昭和53年４月１日から施行する。ただし、第22条検定料、及び第24条授業料第１項及び

第２項は、昭和53年度の入学生から適用する。 

      附  則 

この学則は、昭和55年４月１日から施行する。ただし、第24条授業料第１項及び第２項は、昭和55年

度の入学生から適用する。 

      附  則 

この学則は、昭和56年４月１日から施行する。ただし、第23条入学料は、昭和56年度の入学生から適

用する。 

   附 則 

この学則は、昭和62年４月１日から施行する。ただし、第22条検定料は、昭和62年度の入学を志願す

る者から適用する。 

      附  則 

この学則は、平成３年４月１日から施行する。ただし、第４条中の総定員600名は、平成８年度から適

用するものとし、平成３年度から平成７年度までの総定員は次のとおりとする。 

    平成３年度    700 名 

    平成４年度    680 名 

    平成５年度    660 名 
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    平成６年度    640 名 

    平成７年度    620 名 

附  則 

この学則は、平成３年７月１日から施行する。 

附  則 

この学則は、平成５年４月１日から施行する。ただし、第22条中の検定料は、平成５年度入学を志願 

する者から適用する。 

附  則 

この学則は、平成８年４月１日から施行する。ただし、第33条は、平成８年度入学生から適用する。 

      附  則 

この学則は、平成13年４月１日から施行する。ただし、第20条は、平成13年度入学生から適用する。 

      附  則 

この学則は、平成18年４月１日から施行する。ただし、第25条は、平成18年度入学生から適用する。 

附  則 

この学則は、平成19年４月１日から施行する。 

附  則 

この学則は、平成21年４月１日から施行する。ただし、第６条中の収容定員660名は、平成26年度

から適用するものとし、平成21年度から平成25年度までの収容定員は次のとおりとする。 

  平成21年度  610名 

  平成22年度  620名 

  平成23年度  630名 

  平成24年度  640名 

  平成25年度  650名 

      附  則 

この学則は、平成22年４月１日から施行する。 

      附  則 

この学則は、平成23年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は、平成26年６月１日から施行する。ただし、第16条、第17条、第18条、第19条、第24条は、

平成27年度の入学を志願する者から適用する。 

附 則 

この学則は、平成27年４月１日から施行する。ただし、第６条中の収容定員720名は、平成32年度から

適用するものとし、平成27年度から平成31年度までの収容定員は次のとおりとする。 

 平成27年度  670名 

 平成28年度  680名 

 平成29年度  690名 

 平成30年度  700名 

 平成31年度  710名 

  附 則 

この学則は、平成28年４月１日から施行する。ただし、第26条第２項は、平成28年度入学生から適用

する。 

  附 則 
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この学則は、平成29年４月１日から施行する。ただし、第６条中の収容定員756名は、平成34年度から

適用するものとし、平成29年度から平成33年度までの収容定員は次のとおりとする。 

 平成29年度  696名 

 平成30年度  712名 

 平成31年度  728名 

平成32年度  744名 

平成33年度  750名 

附 則 

この学則は、平成30年４月１日から施行する。 

  附 則 

この学則は、令和２年４月１日から施行する。ただし、第６条の定めにかかわらず、令和２年度から

令和８年度までの入学定員及び収容定員は次のとおりとする。 

  年度 入学定員 収容定員 

令和２年度 124名 742名 

令和３年度 124名 746名 

令和４年度 110名 736名 

令和５年度 110名 720名 

令和６年度 110名 704名 

令和７年度 110名 688名 

令和８年度 110名 674名 

  附 則 

この学則は、令和４年４月１日から施行する。ただし、第６条の定めにかかわらず、令和４年度から

令和９年度までの入学定員及び収容定員は次のとおりとする。 

  年度 入学定員 収容定員 

令和４年度 126名 752名 

令和５年度 110名 736名 

令和６年度 110名 720名 

令和７年度 110名 704名 

令和８年度 110名 690名 

令和９年度 110名 676名 

  附 則 

この学則は、令和５年４月１日から施行する。ただし、第６条の定めにかかわらず、令和５年度から

令和10年度までの入学定員及び収容定員は次のとおりとする。 

  年度 入学定員 収容定員 

令和５年度 126名 752名 

令和６年度 110名 736名 

令和７年度 110名 720名 

令和８年度 110名 706名 

令和９年度 110名 692名 

令和10年度 110名 676名 

附 則 

 この学則は、令和６年４月１日から施行する。ただし、第６条の定めにかかわらず、令和６年度から

令和11年度までの入学定員及び収容定員は次のとおりとする。 

  年度 入学定員 収容定員 

令和６年度 126名 752名 
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令和７年度 110名 736名 

令和８年度 110名 722名 

令和９年度 110名 708名 

令和10年度 110名 692名 

令和11年度 110名 676名 

  附 則 

この学則は、令和７年４月１日から施行する。ただし、第６条の定めにかかわらず、令和７年度から

令和12年度までの入学定員及び収容定員は次のとおりとする。 

  年度 入学定員 収容定員 

令和７年度 124名 750名 

令和８年度 110名 736名 

令和９年度 110名 722名 

令和10年度 110名 706名 

令和11年度 110名 690名 

令和12年度 110名 674名 
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川崎医科大学学則の変更事項を記載した書類 

 

１．変更事項 

 

 附則に次の一項を加える。 

この学則は、令和７年４月１日から施行する。ただし、第６条中の定めにかかわらず、令和７

年度から令和12年度までの入学定員及び収容定員は次のとおりとする。 

 

年度 入学定員 収容定員 

令和７年度 124名 750名 

令和８年度 110名 736名 

令和９年度 110名 722名 

令和10年度 110名 706名 

令和11年度 110名 690名 

令和12年度 110名 674名 

 

 

２．変更の理由 

 

  令和６年８月７日付け６文科高第 738 号、医政発 0807 第５号により、令和７年度における地域の

医師確保のため静岡県、長崎県と協議を行い、両県との合意により両県における地域医療に貢献する

医師の養成を行うために定員を増員するため。 

 

 

３．変更の時期 

 

  令和７年４月１日 

 

 

 

 

 

 

- 学則学10 -



 

新旧比較対照表 

 

改   正   後 改   正   前 

第１条 ～ 第５条  （略） 

 

第２章  組織及び修業年限 

（収容定員） 

第６条  学生の定員は、入学定員 110 名、収容定

員660名とする。 

 

第７条 ～ 第37条  （略） 

 

   附 則 

 この学則は、昭和45年４月１日から施行する。 

附 則  （略） 

附 則 

 この学則は、令和６年４月１日から施行する。 

ただし、第６条の定めにかかわらず、令和６年

度から令和11年度までの入学定員及び収容定員 

は次のとおりとする。 

年度 入学定員 収容定員 

令和６年度 126名 752名 

令和７年度 110名 736名 

令和８年度 110名 722名 

令和９年度 110名 708名 

令和10年度 110名 692名 

令和11年度 110名 676名 

附 則 

 この学則は、令和７年４月１日から施行する。 

ただし、第６条の定めにかかわらず、令和７年 

度から令和12年度までの入学定員及び収容定員

は次のとおりとする。 

第１条 ～ 第５条  （略） 

 

第２章  組織及び修業年限 

（収容定員） 

第６条  学生の定員は、入学定員 110 名、収容定

員660名とする。 

 

第７条 ～ 第37条  （略） 

 

   附 則 

 この学則は、昭和45年４月１日から施行する。 

附 則  （略） 

附 則 

 この学則は、令和６年４月１日から施行する。 

ただし、第６条の定めにかかわらず、令和６年

度から令和11年度までの入学定員及び収容定員

は次のとおりとする。 

年度 入学定員 収容定員 

令和６年度 126名 752名 

令和７年度 110名 736名 

令和８年度 110名 722名 

令和９年度 110名 708名 

令和10年度 110名 692名 

令和11年度 110名 676名 

（新設） 
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年度 入学定員 収容定員 

令和７年度 124名 750名 

令和８年度 110名 736名 

令和９年度 110名 722名 

令和10年度 110名 706名 

令和11年度 110名 690名 

令和12年度 110名 674名 
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学則の変更の趣旨等を記載した書類 

ア 学則変更（収容定員変更）の内容 ・・・ 2

イ 学則変更（収容定員変更）の必要性 ・・・ 2

ウ 学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容 ・・・ 2

  資料 

資料１ 2024年度単位数及び授業時間数 ・・・ 4

資料２ 2024年度カリキュラムツリー ・・・ 7

令和７年度入学定員増員計画 ・・・ 9
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学則の変更の趣旨等を記載した書類 

ア 学則変更（収容定員変更）の内容

令和 2年 4月 1日から、医学部医学科の恒久の入学定員及び収容定員をそれぞれ 110 名、660

名とする。なお、令和 7年度については地域医師確保のための臨時定員を 14名増員して入学定

員を 124 名とする。また、令和 7年度以降の収容定員は、附則の表に記載されたとおりとする。 

イ 学則変更（収容定員変更）の必要性

令和 6 年 8 月 7 日付文部科学省高等教育局長通知「地域の医師確保等の観点からの令和 7 年

度医学部入学定員の増加について」を受け、静岡県地域枠、長崎県地域枠における過去 2 年間

の志願者及び入学生確保の実績等から、令和 7 年 4 月 1 日から医学部医学科の現在の恒久定員

110 名に静岡県地域枠の 10 名、長崎県地域枠の 4 名、合わせて 14 名を臨時増員して入学定員

を 124 名、収容定員 750 名とする学則変更を申請するものである。 

ウ 学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容

（ｱ）教育課程の変更内容 

学則変更に伴う教育課程については、変更点はない。 

（ｲ）教育方法及び履修指導方法の変更内容 

学則変更に伴う教育方法及び履修方法については、大きな変更点はない。 

 本学は、6年一貫教育を基本として開学以来、学年制を実施している。令和 5年度のカリキ

ュラムは、教養科目、基礎・社会・臨床医学科目で構成されている（資料 1）。また、学年別

の科目配置は資料 2に示すとおりである。 

また、本学はこれまでも地域医療重視の考えから、真に地域医療に貢献できる教育方法や内

容の検討を行ってきた。地域枠学生のみを対象とした学年縦断の小グループを編成し、学長や

病院長、副学長らが直接小グループへの学生指導と支援を行い、小グループ毎に勉強会や懇親

会を開いている。また、この小グループ全体に対して、地域医療に根ざした講義・講演を行っ

ている。 

  さらに、平成 29 年度からリベラルアーツ選択Ⅰにおいて、静岡県及び長崎県と連携して、静

岡・長崎両県地域枠の学生を対象に、地域医療に従事するために必要な心構え等の講義を行う

とともに、静岡・長崎両県に対しても地域医療への提言を行っている。 

  なお、本学は、2019 年度に日本医学教育評価機構（JACME）による医学教育分野別評価を受審

し、評価基準に適合していることが認定された。認定期間は 2020 年 6 月 1 日～2027 年 5 月 31

日である。 

（ｳ）教員組織の変更内容 

 本学の教員数は、令和 6年 5月 1日現在、565 名（うち教授 103 名、准教授・講師 249 名、助

教・臨床助教 213 名）で、大学設置基準第 13 条に規定されている専任教員数を満たしている。

令和 7 年度の基幹教員数も規定されている基幹教員数は満たしており、令和 7 年度の入学定員

124 名に対しても、現行の教育が十分担保されるものと考えている。 

- 学則変更の趣旨趣2 -



（ｴ）大学全体の施設・設備の変更内容 

  令和 3 年に学生寮、校舎棟の耐震改修工事は完了した。また、令和 5 年 9 月 1 日より新たな

附属病院として川崎医科大学高齢者医療センターが開院した。 
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別　表　１　　教 養 科 目　

時間数 単位数 時間数 単位数 時間数 単位数 時間数 単位数 時間数 単位数 時間数 単位数

医 科 学 入 門 19 1 19 1

医 用 物 理 学 35 2 35 2

医 用 化 学 16 1 16 1

生 物 化 学 15 1 15 1

医 用 統 計 学 35 2 35 2

基 礎 科 学 実 験 43 1 43 1

生 命 科 学 Ⅰ 32 2 32 2

医 学 と EBM ・
デ ー タ サ イ エ ン ス

26 1.5 26 1.5

数 理 サ イ エ ン ス 講 義 と
プ ロ グ ラ ミ ン グ 実 習

13 0.5 13 0.5

発 表 の 技 法 16 1 16 1

リ ベ ラ ル ア ー ツ 選 択 Ⅰ 8 0.5 8 0.5 選択必修

医 療 人 類 学 （ 基 礎 編 ） 9 0.5 9 0.5

人 の 行 動 と 心 理 16 1 16 1

他 者 への 関心 と新 たな 交流 19 1 19 1

医 の 原 則 Ⅰ 8 0.5 8 0.5

医 の 原 則 Ⅱ 8 0.5 8 0.5

医 学 概 論 15 1 15 1

医 学 の 歴 史 15 1 15 1

Medical Communication Ⅰ 45 3 45 3

Medical English Ⅱ 45 3 45 3

Medical English Ⅲ 45 3 45 3

Medical English Ⅳ 26 1.5 26 1.5

保
健
体

育
科
目

体 育 16 1 16 1

327 18.5 127 7.5 45 3 26 1.5 0 0 0 0 525 30.5

リベラルアーツ選択Ⅰの科目

身の回りの化学物質とその生体への影響

　多様性の生物学

　異文化理解

　日本文学を読み直す

ワンダーサイエンス

ソフィーの世界：医学生のための哲学

　C言語講座

　地域医療を考える

備　 　考区 分 コース名 科　目　名
１学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 ６学年

時間数
合　計

単位数
合　計

基

礎

教

育

科

目

外

国

語

科

目

合 計

良医の礎

一

般

教

育

科

目

医科学の
基礎
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別　表　２　　基 礎 医 学 科 目

時間数 単位数 時間数 単位数 時間数 単位数 時間数 単位数 時間数 単位数 時間数 単位数

人 体 構 造 入 門 62 3 62 3

皮 膚 ・ 運 動 器 9 0.5 9 0.5

消 化 器 ・ 呼 吸 器 23 1.5 23 1.5

泌 尿 器 ・ 生 殖 器 15 1 15 1

人 体 解 剖 実 習 126 4 126 4

循 環 器 ・ 内 分 泌 23 1.5 23 1.5

脳 神 経 ・ 感 覚 器 57 3 57 3

組 織 学 実 習 45 1.5 45 1.5

臨 床 発 生 学 16 1 16 1

生 体 内 情 報 伝 達 30 1.5 30 1.5

機 能 系 統 合 実 習 20 0.5 20 0.5

生 命 科 学 Ⅱ 29 1.5 29 1.5

代 謝 52 2.5 52 2.5

ゲ ノ ム 医 学 30 1 30 1

基 礎 医 学 に よ る 病 態 理 解 26 1.5 26 1.5

生 体 と 微 生 物 １
（ 細 菌 ）

36 2 36 2

生 体 と 微 生 物 ２
（ ウ イ ル ス ）

41 2 41 2

生 体 と 微 生 物 ３
( 寄 生 虫 ）

22 1 22 1

免 疫 と 生 体 防 御 54 3 54 3

病 因 と 病 態 42 2 42 2

生 体 と 放 射 線 11 0.5 11 0.5

生 体 と 薬 物 24 1 24 1

薬 物 治 療 41 2 41 2

良医の礎 医 学 研 究 へ の 扉 153 5 153 5

360 16 627 28 0 0 0 0 0 0 0 0 987 44

別　表　３　　社 会 医 学 科 目

時間数 単位数 時間数 単位数 時間数 単位数 時間数 単位数 時間数 単位数 時間数 単位数

環 境 社 会 医 学 36 1 36 1

予 防 医 学 23 1.5 23 1.5

法 医 学 21 1 21 1

地 域 医 療 と プ ラ イ マ リ ・ ケ ア 23 1.5 23 1.5

0 0 0 0 0 0 103 5 0 0 0 0 103 5合 計

５学年 ６学年
時間数
合　計

単位数
合　計

コース名
１学年 ２学年 ３学年 ４学年

科　目　名区 分

人体の構造と
機能Ⅱ

専

門

教

育

科

目

個体の構成と
機能

個 体 の 反 応
病 因 と 病 態

人体の構造と
機能Ⅰ

合 計

専
門
教
育
科
目

公衆衛生
社会医学

備　　　　考

区 分 コース名 科　目　名
１学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 ６学年

時間数
合　計

単位数
合　計

備　　　　考
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別　表　４　　臨 床 医 学 科 目

時間数 単位数 時間数 単位数 時間数 単位数 時間数 単位数 時間数 単位数 時間数 単位数

臨 床 実 習 Ⅰ 30 1.5 30 1.5

臨 床 実 習 Ⅱ 31 0.5 31 0.5

臨 床 入 門 36 2 36 2

血 液 ・ 造 血 器 ・ リ ン パ 系 46 2.5 46 2.5

皮 膚 系 22 1 22 1

循 環 器 系 Ⅰ 45 3 45 3

呼 吸 器 系 38 2 38 2

消 化 器 系 Ⅰ 41 2 41 2

内 分 泌 ・ 栄 養 ・ 代 謝 系 57 3.5 57 3.5

腎 ・ 尿 路 系 48 2.5 48 2.5

神 経 系 55 3.5 55 3.5

運 動 器 系 33 2 33 2

循 環 器 系 Ⅱ 33 2 33 2

消 化 器 系 Ⅱ 40 2.5 40 2.5

精 神 系 39 2.5 39 2.5

性 腺 ・ 生 殖 器 36 2 36 2

女 性 内 分 泌 ・ 妊 娠 34 2 34 2

耳 鼻 ・ 咽 喉 ・ 口 腔 系 24 1.5 24 1.5

デ ー タ 分 析 に 基 づ く 研 究 講 義 15 1 15 1

臨 床 実 習 Ⅲ 54 1 54 1

眼 ・ 視 覚 系 24 1.5 24 1.5

感 染 症 36 2 36 2

腫 瘍 34 2 34 2

リ ハ ビ リ 24 1.5 24 1.5

救 急 医 学 18 1 18 1

小 児 38 2.5 38 2.5

免 疫 ・ ア レ ル ギ ー 疾 患 17 1 17 1

画 像 診 断 33 2 33 2

周 術 期 管 理 15 1 15 1

外 科 総 論 10 0.5 10 0.5

検 査 診 断 ・ 輸 血 12 0.5 12 0.5

症 候 論 42 1.5 42 1.5

臨 床 病 態 論 15 1 15 1

学 修 継 続 へ の 基 礎 的 教 養 23 1.5 23 1.5

老 年 医 学 15 1 15 1

臨 床 実 習 入 門 102 2 102 2

臨 床 実 習 Ⅳ ・ Ⅴ 294 6.5 294 6.5

診 療 の 基 本 19 1 19 1

臨 床 解 剖 15 0.5 15 0.5

臨 床 実 習 Ⅳ ・ Ⅴ 1234 27 1234 27

臨 床 実 習 Ⅵ 354 7.5 354 7.5

総 合 医 学 1 103 6.5 103 6.5

総 合 医 学 2 107 7 107 7

30 1.5 67 2.5 660 36.5 752 29 1268 28.5 564 21 3341 119

学年別時間数・単位数合計

時間数 単位数 時間数 単位数 時間数 単位数 時間数 単位数 時間数 単位数 時間数 単位数

327 18.5 127 7.5 45 3 26 1.5 0 0 0 0 525 30.5

360 16 627 28 0 0 0 0 0 0 0 0 987 44

0 0 0 0 0 0 103 5 0 0 0 0 103 5

30 1.5 67 2.5 660 36.5 752 29 1268 28.5 564 21 3341 119

717 36 821 38 705 39.5 881 35.5 1268 28.5 564 21 4956 198.5

専

門

教

育

科

目

臨 床 医 学

４学年 ５学年 ６学年 時間数
合　計

単位数
合　計

備　　　　考区 分 コース名 科　目　名
１学年 ２学年 ３学年

備　　　　考
１学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年

臨 床 医 学 科 目

合 計

６学年 時間数
合　計

単位数
合　計

合 計

区 分

教 養 科 目

基 礎 医 学 科 目

社 会 医 学 科 目
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学生の確保の見通し等を記載した書類 

（１）収容定員を増加する組織の概要 

  ①収容定員を増加する組織の概要（名称、入学定員、収容定員、所在地） 

収容定員を増加する組織 入学定員 収容定員 臨時定員 所在地 

川崎医科大学医学部医学科 １１０ ６６０ １４ 岡山県倉敷市松島 577 番地 

  ②収容定員を増加する組織の特色 

 本学の使命は“良医を世に送って社会福祉に貢献し、医学の進展に寄与する”ことであり、

教育目標として、“良医育成”を挙げ、具体的には、（1）患者から信頼される、人間性豊かな

医師の育成、（2）幅広い守備範囲の知識と技能を持ち、広く国民に信頼される有能で心優し

い医師の育成、（3）全人的医療ができるだけでなく、専門性を持った医師の育成、（4）研究

マインドを持ち、新しい医学に貢献できる医師の育成、を掲げている。開学以来、すでに 5,190

名の医師、殊に地域医療に従事する多くの臨床医を輩出し全国で活躍している。 

（２）人材需要の社会的な動向等 

  ①収容定員を増加する組織で養成する人材の全国的、社会的動向の分析 

 全国的には医師数が増加しているものの、地域間の医師の偏在や医師の高齢化が大きな課

題となっている（資料 1）。 

今回定員の変更を予定している静岡県においては、人口 10 万対医師数でみると、県全体で

238.3 人と全国平均 274.7 人と比べて 36.4 人少なく、全国第 38位の医師少数県である。 

長崎県においては、人口 10 万対医師数は 344.8 人となっており、全国平均の 274.7 人を上

回っているが、離島部においては医師不足が顕著で、最も少ない上五島医療圏においては

189.5 人で県内における医師の地域偏在が深刻な問題となっている。また、本土部でも、県南

医療圏は全国平均を下回り、佐世保県北医療圏での医師不足も離島部と同様に深刻さを有し

ている。 

  ②中長期的な 18 歳人口等入学対象人口の全国的、地域的動向の分析 

中長期的な 18 歳人口は減少傾向にあるが、各種受験産業等の調査結果においては、医学部

の志願者は依然高い水準で推移しておりこの傾向は当面の間継続すると考える。特に、中国・

四国地区で唯一の私立医科大学である本学は､中国・四国地区を中心に関西地区を含め志願者

は、充分確保できており定員は充足されている。今後も従来通り、充分な志願者が確保でき

定員は充足するものと考える。 

  ③収容定員を増加する組織の主な学生募集地域 

地域枠は、平成 27年度より、静岡県、長崎県に設けており、令和 6年度は、静岡県 10 名、

長崎県 6 名の定員としている。静岡県、長崎県の 2 県と綿密な協議を行い、医師の確保を引

き続き行う必要があるため、双方合意のもと、静岡県、長崎県で募集を行う。 

  ④既設組織の定員充足の状況 

- 学生確保確2 -



本学は、医学部医学科の単科大学であり、定員充足等の状況は、別紙２のとおりである。

志願者・受験者数は、過去 5 年間を通し、充分な数で推移しており、合格者数は入学定員を

大きく上回る人数を確保されており、入学定員充足率は、1.00～1.02 となっている。また、

今回定員の変更を予定している静岡県地域枠、長崎県地域枠においても、資料 3 のとおり、

過去 5年間、充分な志願者数・受験者数が確保されており、入学定員充足率も 1.00 となって

いる。これらのことから、今後も継続的に定員を充足できる見込みはあると考える。 

（３）学生確保の見通し 

  ①学生確保に向けた具体的な取組と見込まれる効果 

ア 既設組織における取組とその目標

  （1）オープンキャンパス・入試相談会の開催 

オープンキャンパスは、原則として年 1回、8月に本学において開催し、本学及び入試概

要説明、施設見学、教員によるミニ講義、個別相談などを行っている。特に個別相談の時

間を十分に確保し、受験生及び保護者の質問に教員が回答している。また、実際の学生寮

での生活など大学生活での身近な疑問に答えるため、在学生も参加している。開催時期が

定着していることもあり、参加者は保護者・受験生ともに一定数以上が確保されている。

なお、毎回参加者に対し、アンケートを実施しており、内容については概ね満足との結果

を得ているが、今後も実施内容について更に満足度の高いものにし、より多くの参加者を

得るよう開催時期、方法等の検討を重ねていく。 

また、入試相談会も原則として年 1 回本学で開催し、本学及び入試の概要の説明、個別

相談を行っており、例年県内外からの参加者を得ている。 

  （2）入試説明・相談会への積極的な参加 

 学外では西日本地区を始めとして九州地区、中京地区、関東地区などで開催される入試

説明・相談会に毎年複数回参加し、入試の概要説明をはじめ、大学紹介・個別相談などを

行っている（資料 2）。西日本地区の受験生が比較的多数を占めるという事情から、西日本

地区で開催される入試説明・相談会への参加が多いが、九州地区はもとより中京地区、関

東地区で開催される入試説明・相談会にも積極的に参加し、静岡・長崎両県地域枠の受験

生確保に努めている。 

イ 収容定員を増加する組織における取組とその目標

アで記載したとおり、募集活動を継続し、受験生確保に努めていく。

ウ 当該取組の実績の分析結果に基づく、収容定員を増加する組織での入学者の見込み数

中国・四国地区で唯一の私立医科大学である本学は､中国・四国地区を中心に関西地区

等、居住地域にかかわらず入学しており、志願者・受験生は、充分確保できている状況

である。また、静岡県・長崎県の地域枠についても、設置以来定員は充足できている。

今後も従来通り、充分な志願者・受験者が確保でき定員は充足するものと考える。 

  ②競合校の状況分析（立地条件、養成人材、教育内容と方法の類似性と定員充足状況） 

ア 競合校の選定理由と収容定員を増加する組織との比較分析、優位性
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現在、中国・四国地区に地域的に競合する同分野を有する私立大学はなく、併願及び

入学辞退者のデータから競合校は、東京女子医科大学、金沢医科大学、近畿大学、兵庫

医科大学、福岡大学などを考えている。学部の特殊性から志願者は、居住地域に関係な

く主に偏差値、経済状況等により志願する大学を決定する傾向が見られる。今後も地域

枠を含む医学部の志願者は高い水準で推移することが予想されるため、問題なく充分な

志願者を確保し定員を充足することができるものと考える。 

イ 競合校の入学志願動向等

同分野を有する近隣の大学は国立大学がほとんどであり、当該国立大学の設置する地

域枠は設置県に勤務が義務づけられている地域枠のみとなっている。また、競合校と考

えている私立大学の令和 6 年度の志願者数は、下記表のとおりだが、本学の志願者は別

紙２のとおり、充分な数字を維持しており、今後においても従来同様充分な志願者は確

保できると考える。 

R6 志願者数 R5 志願者数 R4 志願者数 

東京女子医科大学医学部 1,036 992 730 

金沢医科大学医学部 5,868 5,062 5,542 

近畿大学医学部 4,636 4,082 3,658 

兵庫医科大学医学部 2,559 2,053 1,799 

福岡大学医学部医学科 2,714 2,745 2,786 

ウ 収容定員を増加する組織において定員を充足できる根拠等

医学部の志願者は依然高い水準で推移しておりこの傾向は当面の間継続すると考える。

なお、過去 5年間の地域枠を含めた本学の志願者数、入学定員の充足率（資料 3）からこ

の傾向は当分の間継続するものと考えられ定員の充足には問題ないと考える。 

エ 学生納付金等の金額設定の理由

学納金については、学部運営に係る、人件費、教育研究・管理運営に係る経常経費、

施設・整備の充実費と学生納付金等の収入との均衡が計れるよう設定している。昨今、

光熱水費等を含めた諸物価の上昇により様々な部分で負担は増加しているが、何とか現

在の学納金を維持し、対応したいと考えている。 

  ③先行事例分析 

先行事例はなく、該当がない。 

  ④学生確保に関するアンケート調査 

アンケート調査は行っていない。 

  ⑤人材需要に関するアンケート調査等 

 アンケート調査は行っていない。 
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（４）収容定員を増加する組織の定員設定の理由 

静岡、長崎の両県では、単位人口当たりの医師数が少ない、あるいは県内の地域により著

しい医師数の格差を有しており、深刻な医師不足に陥っている。これらの地域に赴任する医

師を継続的に確保するために、地域に貢献する志を持った、しかも総合的な臨床能力を有す

る医師を、中長期的観点から養成することが喫緊の課題である。 

すなわち、地域医療を担う医師養成にも対応するためには、地域医療教育を重視する必要

があり、本学では「1年次から地域医療教育を重視する」旨をカリキュラム・ポリシーの一つ

に掲げている。 

これは、静岡県地域枠及び長崎県地域枠の入学生に、卒後それぞれの対象地域に赴任して、

地域医療を積極的に推進し、そして「良医」となるための教育を授けて、地域医療を実践で

きる「良医」を輩出することを目的とする。 

申請においては、静岡、長崎両県の医師確保計画及び卒業後の勤務条件等を検討し両県と

の合意に基づき地域枠の定員を決定した。 

現在、静岡県地域枠学生は 55 名、長崎県地域枠学生は 24 名が在学している。また、2023

年度までに 127 名の静岡県及び長崎県地域枠学生を確保し、そのうち 33 名が医師となり、現

在、臨床研修医として各県の医療機関で勤務を開始し地域医療に貢献している。 
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＜長崎県＞ 

資料 1 
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資料2

≪参加（予定）≫

6/23（日） 朝日新聞社メディアビジネス事業本部　医学部進学相談会2024　東京会場 東京

6/30（日） 駿台医学部入試相談会2024　東京会場 東京

7/7（日） メディカルラボ　全国医学部進学相談会2024　福岡会場 福岡

7/7（日） 朝日新聞社メディアビジネス事業本部　医学部進学相談会2024　大阪会場 大阪

7/7（日） 教育広報社　私立医科大学進学相談会　東京会場 東京

7/15（月祝) 日経医学部進学フォーラム2024　東京会場 東京

7/21（日） メルリックス学院 【渋谷】　医学部合同説明会 東京

7/22（月） 高松予備校　2024年度進学相談会 香川

7/23（火） 教育広報社　私立医科大学進学相談会　広島会場 広島

7/26（金） 教育広報社　私立医科大学進学相談会　大阪会場 大阪

7/27（土） 日経医学部進学フォーラム2024　大阪会場 大阪

7/28（日） メディカルラボ　全国医学部進学相談会2024　大阪会場 大阪

8/4（日） メディカルラボ　全国医学部進学相談会2024　広島会場 広島

8/6（火) 教育広報社　私立医科大学進学相談会　福岡会場 福岡

8/12（月祝） メディカルラボ　全国医学部進学相談会2024　名古屋会場 名古屋

8/16（金） 教育広報社　私立医科大学進学相談会　名古屋会場 名古屋

8/17（土） 川崎医科大学　オープンキャンパス 岡山

8/17（土） 北九州予備校　全国医学部進学相談会 福岡

8/25（日） メルリックス学院 【大阪】　医学部合同説明会 大阪

9/1（日） 駿台医学部入試相談会2024　大阪会場 大阪

9/1（日） メディカルラボ京都校　医学部合同入試説明会・個別進学相談会 京都

9/6（金） Medi-UP　2024年度医学部入試説明会　【オンライン開催】 （Web）

9/8（日） メディカルラボ　全国医学部進学相談会2024　札幌会場 札幌

9/14（土） 川崎医科大学　入試相談会 岡山

9/15（日） 京都医塾　私立大学医学部入試説明会 京都

九州地区

中京地区

関東地区

北海道地区

2024年度入試相談会・説明会参加（予定）一覧表
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入学志願状況（過去５年間）
資料3

　入試年度
令和2年度
(2020年度)

令和3年度
(2021年度)

令和4年度
(2022年度)

令和5年度
(2023年度)

令和6年度
(2024年度)

　　入試区分 （定員　124） （定員　124） （定員　126） （定員　126） （定員　126）

志願者 98 72 68 56 60

受験者 98 71 68 56 60

一次合格者 39 30 31 31 34

入学者（A) 20 20 20 20 20

入学定員(B) 20 20 20 20 20

定員充足率(A/B) 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00

志願者 1 1

受験者 1 1

一次合格者 1 0

入学者（A) 1 0

入学定員(B) 1 1

定員充足率(A/B) 1.00 0.00

志願者 19 25

受験者 19 25

一次合格者 13 15

入学者（A) 4 5

入学定員(B) 4 4

定員充足率(A/B) 1.00 1.25

志願者 27 26 19 29 27

受験者 27 26 19 29 27

合格者 23 23 14 26 25

入学者（A) 23 23 14 26 25

入学定員(B) 30 30 30 30 30

定員充足率(A/B) 0.77 0.77 0.47 0.87 0.83

志願者 1,404 1,427 1,351 1,284 1,272

受験者 1,352 1,393 1,296 1,252 1,223

一次合格者 375 330 368 403 408

入学者（A) 65 61 68 49 50

入学定員(B) 50 50 50 45 45

定員充足率(A/B) 1.30 1.22 1.36 1.09 1.11

志願者 85 64 73 53 68

受験者 85 64 72 53 68

一次合格者 6 15 15 18 21

入学者（A) 4 9 10 10 10

入学定員(B) 10 10 10 10 10

定員充足率(A/B) 0.40 0.90 1.00 1.00 1.00

志願者 70 67 70 60 61

受験者 67 67 69 58 60

一次合格者 15 15 15 20 20

入学者（A) 10 10 9 10 10

入学定員(B) 10 10 10 10 10

定員充足率(A/B) 1.00 1.00 0.90 1.00 1.00

志願者 29 30 36 38 27

受験者 28 30 34 38 25

一次合格者 7 10 11 11 11

入学者（A) 4 4 6 6 6

入学定員(B) 4 4 6 6 6

定員充足率(A/B) 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00

特定診療科専攻枠

総
合
型
選
抜

中国四国地域
出身者枠

霧島市地域枠

学校推薦型選抜
（附属高等学校）

一般選抜

地
域
枠
選
抜

岡山県地域枠

静岡県地域枠

長崎県地域枠
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収容定員を増加する組織が置かれる都道府県への入学状況 別紙１

○出身高校の所在地県別の入学者数の構成比（上位５都道府県）※直近年度

都道府県名 人　　数 構成比

1 岡山県 3,942人 44.6%

2 広島県 801人 9.1%

3 兵庫県 700人 7.9%

4 香川県 627人 7.1%

5 愛媛県 314人 3.6%

全　　体 8,845人 100.0%

※「学校基本調査」の「出身高校の所在地県別入学者数」から作成すること。

○収容定員を増加する組織が置かれる都道府県の定員充足状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

1 岡山県 91.55% 92.53% 87.84%

※２校地で教育課程を実施する場合はそれぞれの状況を記載すること。

○収容定員を増加する組織の学問分野（系統区分）の定員充足状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

1 医学 100.20% 100.51% 100.43%

※「系統区分」は日本私立学校振興・共済事業団の「今日の私学財政」の系統区分に従うこと。

※大学、学部、学部の学科、短期大学、短期大学の学科を設置する場合のみ作成（専門職大学、専門職短期大学、高等専門
学校を含む）。大学院は作成不要。

新組織所在地
（都道府県）

充足率

系統区分
充足率
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既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間） 別紙２

大学学部学科等名：
（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）

１．各選抜方法の状況
R２年度入学者 R３年度入学者 R４年度入学者 R５年度入学者 R６年度入学者 平　　均

20人 20人 20人 25人 25人 22人 
延べ人数 志願者数 98人 72人 68人 76人 86人 80人 

受験者数 98人 71人 68人 76人 86人 80人 
合格者数 39人 30人 31人 45人 49人 39人 
うち追加合格者数

辞退者数
20人 20人 20人 25人 25人 22人 
30人 30人 30人 30人 30人 30人 

延べ人数 志願者数 27人 26人 19人 29人 27人 26人 
受験者数 27人 26人 19人 29人 27人 26人 
合格者数 23人 23人 14人 26人 25人 22.2
うち追加合格者数

辞退者数
23人 23人 14人 26人 25人 22.2
50人 50人 50人 45人 45人 48

延べ人数 志願者数 1404人 1427人 1351人 1284人 1272人 1347.6
受験者数 1352人 1393人 1296人 1252人 1223人 1303.2
合格者数 375人 330人 368人 403人 408人 376.8
うち追加合格者数

辞退者数
65人 61人 68人 49人 50人 58.6
24人 24人 26人 26人 26人 25.2

延べ人数 志願者数 184人 161人 179人 151人 156人 166.2
受験者数 180人 161人 175人 149人 153人 163.6
合格者数 28人 40人 41人 49人 52人 42
うち追加合格者数

辞退者数
18人 23人 25人 26人 26人 23.6
23人 124人 126人 126人 126人 105人 

延べ人数 志願者数 1713人 1686人 1617人 1540人 1541人 1619人 
受験者数 1657人 1651人 1558人 1506人 1489人 1572人 
合格者数 465人 423人 454人 523人 534人 480人 
うち追加合格者数

辞退者数
126人 127人 127人 126人 126人 126人 

３．入学定員充足率
R２年度入学者 R３年度入学者 R４年度入学者 R５年度入学者 R６年度入学者 平　　均

126人 124人 124人 126人 126人 125.2
1.00 1.02 1.02 1.00 1.00 1.01
0.27 0.30 0.28 0.24 0.24 0.27

入 学 定 員 充 足 率

（備考）特記事項がある場合は記載すること。
・入学者数＝最終合格者数

総
合
型
選
抜

そ
の
他
の
特
別
選
抜

一
般
選
抜

学
校
推
薦
型
選
抜

入 学 定 員

歩 留 率

合
計

募集人数

入学者数

募集人数

入学者数
募集人数

募集人数

入学者数

入学者数
募集人数

入学者数
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既設学科等の学生募集のためのPR活動の過去の実績 別紙３

①募集を行った学科等名称及び取組の名称：川崎医科大学オープンキャンパス

R5年度入試 R6年度入試 取組概要と入学者数等に関する分析

参加者等総数(a) 114人 188人

うち受験対象者数(b) 34人 81人

うち受験者数(c) 29人 35人

うち入学者数(d) 7人 9人

（受験率 c/b） 85% 43%

（入学率 d/b） 21% 11%

①取組概要
受験希望者を対象としてキャンパスを開放し、大学紹介、入試概要説明、ミニ講
義、学生寮見学、臨床医・在学生とのフリートーク、個別相談等を実施。
R5年度入試対象（R4開催）：R4.8.20（午前・午後の2回開催）
R6年度入試対象（R5開催）：R5.8.19（午前・午後の2回開催）
②過去の取組実績を踏まえた収容定員を変更する組織の入学者数の見込みに関す
る分析
R6年度開催のオープンキャンパスは内容を刷新し、参加者数が大幅に増加してお
り、受験率・入学率も増加するものと考える。
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フリガナ

氏名
＜就任（予定）年月＞

－ 学長
ｽﾅﾀﾞ ﾖｼﾋﾃﾞ
砂田　芳秀

＜令和５年４月＞

博士
（医学）

川崎医科大学　学長
（令和５年４月）

（注）　高等専門学校にあっては校長について記入すること。
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年齢
調書
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現　職

（就任年月）

学 長 の 氏 名 等

保有
学位等

月額基本給
（千円）
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科目の名称
主要授
業科目

配当年次
担当

単位数
教授会 教務委員会 その他

「その他」の
場合、会議等
の 名 称

科目の名称
主要授
業科目

配当年次
担当

単位数
教授会 教務委員会 その他

「その他」の
場合、会議等
の 名 称

1 教授 西松　伸一
ニシマツ シンイチロウ

郎 農学博士 2021年4月

医科学入門
基礎科学実験
生命科学Ⅰ
臨床発生学
老年医学

○
○
○
○
○

1前
1前
1前
2前
4後

0.8
1.0
1.1
0.3
0.1

○ ○ ○ 基幹教員会議 39.5

医科学入門
基礎科学実験
生命科学Ⅰ
臨床発生学
老年医学

○
○
○
○
○

1前
1前
1前
2前
4後

0.8
1.0
1.1
0.3
0.1

○ ○ 39.5

2 教授 樋田　一徳
トイダ カズノリ

医学博士 2008年7月

医学の歴史
人体構造入門
リベラルアーツ
選択Ⅰ
循環器・内分泌
消化器・呼吸器
人体解剖実習
脳神経・感覚器
組織学実習

○
○
○

○
○
○
○
○

1前･後
1前
1後

1後
1後
1後
1後
1後

0.3
1.9
0.5

0.1
0.3
4.0
1.3
1.5

○ ○ 基幹教員会議 39.5

医学の歴史
人体構造入門
リベラルアーツ
選択Ⅰ
循環器・内分泌
消化器・呼吸器
人体解剖実習
脳神経・感覚器
組織学実習

○
○
○

○
○
○
○
○

1前･後
1前
1後

1後
1後
1後
1後
1後

0.3
1.9
0.5

0.1
0.3
4.0
1.3
1.5

○ 39.5

3 教授 毛利　聡
モウリ サトシ

博士（医学） 2009年1月

医学の歴史
循環器・内分泌
消化器・呼吸器
泌尿器・生殖器
機能系統合実習
臨床発生学
循環器系Ⅰ
学修継続への基
礎的教養

○
○
○
○
○
○
○
○

1前･後
1後
1後
1後
2前
2前
3前
4後

0.2
0.8
0.6
0.1
0.5
0.3
0.2
0.2

○ ○ 基幹教員会議 39.5

医学の歴史
循環器・内分泌
消化器・呼吸器
泌尿器・生殖器
機能系統合実習
臨床発生学
循環器系Ⅰ
学修継続への基
礎的教養

○
○
○
○
○
○
○
○

1前･後
1後
1後
1後
2前
2前
3前
4後

0.2
0.8
0.6
0.1
0.4
0.3
0.2
0.2

○ 39.5

4 教授 中村　丈洋
ナカムラ タケヒロ

博士（医学） 2021年5月

医学概論
皮膚・運動器
脳神経・感覚器
生体内情報伝達
機能系統合実習
臨床入門
データ分析に基
づく研究講義

○
○
○
○
○
○
○

1前
1後
1後
2前
2前
2後
3後

0.5
0.1
0.4
1.4
0.5
0.2
0.1

○ ○ ○ 基幹教員会議 39.5

医学概論
皮膚・運動器
脳神経・感覚器
生体内情報伝達
機能系統合実習
臨床入門
データ分析に基
づく研究講義

○
○
○
○
○
○
○

1前
1後
1後
2前
2前
2後
3後

0.5
0.1
0.4
1.4
0.4
0.2
0.1

○ ○ 39.5

5 教授 栗林　太
クリバヤシ フトシ

博士（医学） 2009年4月

医学概論
基礎医学による
病態理解
他者への関心と
新たな交流
代謝
臨床入門
データ分析に基
づく研究講義
学修継続への基
礎的教養
臨床実習入門
診療の基本

○
○

○

○
○
○

○

○
○

1前
2前

2前

2前
2後
3後

4後

4後
5前

0.1
1.5

0.1

2.9
0.2
0.2

0.9

0.1
0.1

○ ○ ○ 基幹教員会議 39.5

医学概論
基礎医学による
病態理解
他者への関心と
新たな交流
代謝
臨床入門
データ分析に基
づく研究講義
学修継続への基
礎的教養
臨床実習入門
診療の基本

○
○

○

○
○
○

○

○
○

1前
2前

2前

2前
2後
3後

4後

4後
5前

0.1
1.5

0.1

2.5
0.2
0.2

0.9

0.1
0.1

○ ○ 39.5

6 教授 山内　明
ヤマウチ アキラ

博士（医学） 2016年10月

生命科学Ⅱ
代謝
データ分析に基
づく研究講義
Medical English Ⅲ

○
○
○

○

2前
2前
3後

3前・後

0.2
0.6
0.1

0.2

○ ○ 基幹教員会議 39.5

生命科学Ⅱ
代謝
データ分析に基
づく研究講義
Medical English Ⅲ

○
○
○

○

2前
2前
3後

3前・後

0.2
0.5
0.1

0.2

○ 39.5

7 教授 齊藤　峰輝
サイトウ ミネキ

博士（医学） 2012年9月

生体と微生物
1(細菌)
生体と微生物
2(ウイルス)
生体と微生物
3(寄生虫)

○

○

○

2前

2後

2後

2.0

1.4

0.2

○ ○ 基幹教員会議 39.5

生体と微生物
1(細菌)
生体と微生物
2(ウイルス)
生体と微生物
3(寄生虫)

○

○

○

2前

2後

2後

1.9

1.3

0.2

○ 39.5

8 教授 岡本　安雄
オカモト ヤスオ

博士（医学） 2016年8月

医学研究への扉
生体と薬物
薬物治療
臨床入門
学修継続への基
礎的教養
老年医学

○
○
○
○
○

○

2前･後
2後
2後
2後
4後

4後

0.2
1.0
1.2
0.1
0.2

0.1

○ ○ ○ 基幹教員会議 39.5

医学研究への扉
生体と薬物
薬物治療
臨床入門
学修継続への基
礎的教養
老年医学

○
○
○
○
○

○

2前･後
2後
2後
2後
4後

4後

0.2
1.0
1.2
0.1
0.2

0.1

○ ○ 39.5

9 教授 向井　知之
ムカイ トモユキ

博士（医学） 2022年5月

免疫と生体防御
免疫・アレル
ギー疾患
総合医学1

○
○

○

2後
4前

6前

2.1
0.2

0.1

○ ○ 基幹教員会議 39.5

免疫と生体防御
免疫・アレル
ギー疾患
総合医学1

○
○

○

2後
4前

6前

1.9
0.2

0.1

○ 39.5

10 教授 松田　純子
マツダ ジュンコ

博士（医学） 2016年6月

生命科学Ⅰ
ゲノム医学
生命科学Ⅱ
臨床発生学
内分泌・栄養・
代謝系
臨床病態論
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○
○

○
○
○

1前
2前
2前
2前
3前

4後
6後

4後・5通

0.1
0.3
0.9
0.2
0.3

0.6
0.1
0.6

○ ○ 基幹教員会議 39.5

生命科学Ⅰ
ゲノム医学
生命科学Ⅱ
臨床発生学
内分泌・栄養・
代謝系
臨床病態論
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○
○

○
○
○

1前
2前
2前
2前
3前

4後
6後

4後・5通

0.1
0.2
0.9
0.2
0.3

0.6
0.1
0.6

○ 39.5

附則別記様式

基　幹　教　員　の　氏　名　等
（川崎医科大学医学部医学科等）

番号 職位
フリガナ

氏名
年齢

保有
学位等

現　職
（就任年月）

学則変更年度 学則変更前年度

備考

担当授業科目
教 育 課 程 の 編 成 等 の 意 思 決 定 に
係 る 会 議 等 へ の 参 画 状 況

申請に係る
大学における
教育研究に
従事する週
当たり平均時
間 数

申請に係る学
部等以外（他
の大学等に置
かれる学部等
を含む）の組
織での基幹教
員としての勤
務 状 況

担当授業科目
教 育 課 程 の 編 成 等 の 意 思 決 定 に
係 る 会 議 等 へ の 参 画 状 況

申請に係る
大学における
教育研究に
従事する週
当たり平均時
間 数

申請に係る学
部等以外（他
の大学等に置
かれる学部等
を含む）の組
織での基幹教
員としての勤
務 状 況

- 教員名簿名2 -



科目の名称
主要授
業科目

配当年次
担当

単位数
教授会 教務委員会 その他

「その他」の
場合、会議等
の 名 称

科目の名称
主要授
業科目

配当年次
担当

単位数
教授会 教務委員会 その他

「その他」の
場合、会議等
の 名 称

番号 職位
フリガナ

氏名
年齢

保有
学位等

現　職
（就任年月）

学則変更年度 学則変更前年度

備考

担当授業科目
教 育 課 程 の 編 成 等 の 意 思 決 定 に
係 る 会 議 等 へ の 参 画 状 況

申請に係る
大学における
教育研究に
従事する週
当たり平均時
間 数

申請に係る学
部等以外（他
の大学等に置
かれる学部等
を含む）の組
織での基幹教
員としての勤
務 状 況

担当授業科目
教 育 課 程 の 編 成 等 の 意 思 決 定 に
係 る 会 議 等 へ の 参 画 状 況

申請に係る
大学における
教育研究に
従事する週
当たり平均時
間 数

申請に係る学
部等以外（他
の大学等に置
かれる学部等
を含む）の組
織での基幹教
員としての勤
務 状 況

11 教授 大友　孝信
オオトモ タカノブ

博士（医学） 2019年6月

ゲノム医学
医学研究への扉
臨床発生学
診療の基本

○
○
○
○

2前
2前･後
2前
5前

0.9
0.1
0.1
0.1

○ ○ 基幹教員会議 39.5

ゲノム医学
医学研究への扉
臨床発生学
診療の基本

○
○
○
○

2前
2前･後
2前
5前

0.7
0.1
0.1
0.1

○ 39.5

12 教授 伊藤　達男
イトウ タツオ

博士（医学） 2021年4月

ゲノム医学
医の原則Ⅱ
データ分析に基
づく研究講義
環境社会医学
総合医学2

○
○
○

○
○

2前
2後
3後

4前
6後

0.1
0.1
0.1

0.3
0.2

○ ○ 基幹教員会議 39.5

ゲノム医学
医の原則Ⅱ
データ分析に基
づく研究講義
環境社会医学
総合医学2

○
○
○

○
○

2前
2後
3後

4前
6後

0.1
0.1
0.1

0.3
0.2

○ 39.5

13 教授 桑原　篤憲
クワバラ アツノリ

博士（医学） 2022年6月

臨床実習Ⅱ
臨床実習Ⅲ
症候論
地域医療とプラ
イマリ・ケア
診療の基本
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

○
○
○

2前
3後
4後
4後

5前
6前

4後・5通

0.3
0.2
0.1
0.2

0.2
0.4
1.9

○ ○ 基幹教員会議 39.5

臨床実習Ⅱ
臨床実習Ⅲ
症候論
地域医療とプラ
イマリ・ケア
診療の基本
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

○
○
○

2前
3後
4後
4後

5前
6前

4後・5通

0.3
0.2
0.1
0.2

0.2
0.4
1.9

○ 39.5

14 教授 椎野　泰和
シイノ ヤスカズ

博士（医学） 2021年10月

リベラルアーツ
選択Ⅰ
データ分析に基
づく研究講義
感染症
救急医学
症候論
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○

○
○
○
○
○

1後

3後

4前
4前
4後
6後

4後・5通

0.1

0.1

0.1
0.3
0.3
0.2
6.0

○ ○ 基幹教員会議 39.5

リベラルアーツ
選択Ⅰ
データ分析に基
づく研究講義
感染症
救急医学
症候論
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○

○
○
○
○
○

1後

3後

4前
4前
4後
6後

4後・5通

0.1

0.1

0.1
0.3
0.3
0.2
6.0

○ 39.5

15 教授 友田　恒一
トモダ コウイチ

博士（医学） 2018年10月
呼吸器系
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3前
6前

4後・5通

0.2
0.1
3.6

○ ○ 基幹教員会議 39.5
呼吸器系
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3前
6前

4後・5通

0.2
0.1
3.6

○ 39.5

16 教授 黒川　勝己
クロカワ カツミ

博士（医学） 2024年4月

神経系
感染症
症候論
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○
○

3後
4前
4後
6前

4後・5通

0.2
0.1
0.1
0.1
2.5

○ ○ 基幹教員会議 39.5

神経系
感染症
症候論
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○
○

3後
4前
4後
6前

4後・5通

0.2
0.1
0.1
0.1
2.5

○ 39.5

17 教授 河本　博文
カワモト ヒロフミ

博士（医学） 2011年1月 消化器系Ⅱ
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3後
4後・5通

0.2
7.0

○ ○ 基幹教員会議 39.5 消化器系Ⅱ
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3後
4後・5通

0.2
7.0

○ 39.5

18 教授 瀧川　奈義
タキガワ ナギオ

夫
博士（医学） 2011年4月

呼吸器系
腫瘍
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

3前
4前
6前

4後・5通

0.2
0.1
0.1
6.0

○ ○ 基幹教員会議 39.5

呼吸器系
腫瘍
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

3前
4前
6前

4後・5通

0.2
0.1
0.1
6.0

○ 39.5

19 教授
ヤマツジ トモキ

博士（医学） 2018年4月 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 14.6 ○ ○ 基幹教員会議 39.5 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 14.6 ○ 39.5

20 教授 杭ノ瀨　昌
クイノセ マサヒコ

彦 博士（医学） 2020年11月 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 14.2 ○ ○ 基幹教員会議 39.5 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 14.2 ○ 39.5

21 教授 杉本　研
スギモト ケン

博士（医学） 2020年10月

データ分析に基
づく研究講義
老年医学
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○
○
○

3後

4後
6前

4後・5通

0.1

0.3
0.1
4.9

○ ○ 基幹教員会議 39.5

データ分析に基
づく研究講義
老年医学
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○
○
○

3後

4後
6前

4後・5通

0.1

0.3
0.1
4.9

○ 39.5

22 教授 上村　史朗
ウエムラ シロウ

博士（医学） 2015年1月

循環器系Ⅰ
データ分析に基
づく研究講義
老年医学
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

○
○
○

3前
3後

4後
6前

4後・5通

0.3
0.1

0.1
0.2
4.9

○ ○ 基幹教員会議 39.5

循環器系Ⅰ
データ分析に基
づく研究講義
老年医学
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

○
○
○

3前
3後

4後
6前

4後・5通

0.3
0.1

0.1
0.2
4.9

○ 39.5

23 教授 根石　陽二
ネイシ  ヨウジ

博士（医学） 2023年4月

循環器系Ⅰ
症候論
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

3前
4後
6前

4後・5通

0.5
0.3
0.1
4.6

○ ○ 基幹教員会議 39.5

循環器系Ⅰ
症候論
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

3前
4後
6前

4後・5通

0.5
0.3
0.1
4.6

○ 39.5

24 教授 小賀　徹
オガトオル

博士（医学） 2018年10月

臨床入門
呼吸器系
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

2後
3前
6前

4後・5通

0.2
0.3
0.2
8.6

○ ○ ○ 基幹教員会議 39.5

臨床入門
呼吸器系
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

2後
3前
6前

4後・5通

0.2
0.3
0.2
8.6

○ ○ 39.5

25 教授 畝
ウネ

　大
ダイ

博士（医学） 2024年1月

循環器系Ⅱ
臨床解剖
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

3後
5前
6前

4後・5通

0.3
0.1
0.1
12.8

○ ○ 基幹教員会議 39.5

循環器系Ⅱ
臨床解剖
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

3後
5前
6前

4後・5通

0.3
0.1
0.1
12.8

○ 39.5

26 教授 中田　昌男
ナカタ マサオ

医学博士 2007年1月

消化器・呼吸器
臨床入門
呼吸器系
データ分析に基
づく研究講義
臨床解剖
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

○
○
○

1後
2後
3前
3後

5前
6前

4後・5通

0.1
0.2
0.1
0.1

0.1
0.1
10.2

○ ○ ○ 基幹教員会議 39.5

消化器・呼吸器
臨床入門
呼吸器系
データ分析に基
づく研究講義
臨床解剖
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

○
○
○

1後
2後
3前
3後

5前
6前

4後・5通

0.1
0.2
0.1
0.1

0.1
0.1
10.2

○ ○ 39.5

27 教授 近藤　英生
コンドウ エイセイ

博士（医学） 2018年4月

血液・造血器・
リンパ系
検査診断・輸血
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○
○
○

3前

4後
6前

4後・5通

0.4

0.3
0.1
3.2

○ ○ 基幹教員会議 39.5

血液・造血器・
リンパ系
検査診断・輸血
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○
○
○

3前

4後
6前

4後・5通

0.4

0.3
0.1
3.2

○ 39.5

28 教授 金藤　秀明
カネトウ ヒデアキ

博士（医学） 2014年2月

内分泌・栄養・
代謝系
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○
○

3前

6前
4後・5通

0.4

0.2
1.0

○ ○ 基幹教員会議 39.5

内分泌・栄養・
代謝系
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○
○

3前

6前
4後・5通

0.4

0.2
1.0

○ 39.5
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科目の名称
主要授
業科目

配当年次
担当

単位数
教授会 教務委員会 その他

「その他」の
場合、会議等
の 名 称

科目の名称
主要授
業科目

配当年次
担当

単位数
教授会 教務委員会 その他

「その他」の
場合、会議等
の 名 称

番号 職位
フリガナ

氏名
年齢

保有
学位等

現　職
（就任年月）

学則変更年度 学則変更前年度

備考

担当授業科目
教 育 課 程 の 編 成 等 の 意 思 決 定 に
係 る 会 議 等 へ の 参 画 状 況

申請に係る
大学における
教育研究に
従事する週
当たり平均時
間 数

申請に係る学
部等以外（他
の大学等に置
かれる学部等
を含む）の組
織での基幹教
員としての勤
務 状 況

担当授業科目
教 育 課 程 の 編 成 等 の 意 思 決 定 に
係 る 会 議 等 へ の 参 画 状 況

申請に係る
大学における
教育研究に
従事する週
当たり平均時
間 数

申請に係る学
部等以外（他
の大学等に置
かれる学部等
を含む）の組
織での基幹教
員としての勤
務 状 況

29 教授 上原　慎也
ウエハラ シンヤ

博士（医学） 2021年11月
腎・尿路系
感染症
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3前
4前

4後・5通

0.1
0.1
3.5

○ ○ 基幹教員会議 39.5
腎・尿路系
感染症
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3前
4前

4後・5通

0.1
0.1
3.5

○ 39.5

30 教授 三原　雅史
ミハラ マサヒト

博士（医学） 2020年4月

臨床入門
神経系
症候論
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○
○

2後
3後
4後
6前

4後・5通

0.1
0.5
0.2
0.1
6.1

○ ○ 基幹教員会議 39.5

臨床入門
神経系
症候論
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○
○

2後
3後
4後
6前

4後・5通

0.1
0.5
0.2
0.1
6.1

○ 39.5

31 教授 和田　健二
ワダ ケンジ

博士（医学） 2019年4月

神経系
老年医学
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

3後
4後
6前

4後・5通

0.1
0.1
0.1
6.0

○ ○ 基幹教員会議 39.5

神経系
老年医学
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

3後
4後
6前

4後・5通

0.1
0.1
0.1
6.0

○ 39.5

32 教授 八木田　佳
ヤギタ ヨシキ

樹
博士（医学） 2014年9月

神経系
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3後
6前

4後・5通

0.1
0.1
3.6

○ ○ 基幹教員会議 39.5
神経系
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3後
6前

4後・5通

0.1
0.1
3.6

○ 39.5

33 教授 菱川
ヒシカワ

　朋
トモ

人
ヒト

博士（医学） 2023年4月

脳神経・感覚器
神経系
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

1後
3後
6前

4後・5通

0.1
0.2
0.1
12.8

○ ○ ○ 基幹教員会議 39.5

脳神経・感覚器
神経系
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

1後
3後
6前

4後・5通

0.1
0.2
0.1
12.8

○ ○ 39.5

34 教授 小野　成紀
オノ シゲキ

博士（医学） 2012年7月
神経系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3後
4後・5通

0.1
4.8

○ ○ 基幹教員会議 39.5
神経系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3後
4後・5通

0.1
4.8

○ 39.5

35 教授 石原　武士
イシハラ タケシ

博士（医学） 2011年1月

医の原則Ⅱ
精神系
老年医学
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

2後
3後
4後

4後・5通

0.1
0.7
0.1
6.6

○ ○ 基幹教員会議 39.5

医の原則Ⅱ
精神系
老年医学
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

2後
3後
4後

4後・5通

0.1
0.7
0.1
6.6

○ 39.5

36 教授 榎
エノキ

　日出夫
ヒデオ

医学博士 2022年12月

神経系
小児
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

3後
4前
6後

4後・5通

0.3
0.3
0.1
5.9

○ ○ 基幹教員会議 39.5

神経系
小児
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

3後
4前
6後

4後・5通

0.3
0.3
0.1
5.9

○ 39.5

37 教授 栄徳　隆裕
エイトク  タカヒロ

博士（医学） 2024年4月

循環器系Ⅱ
小児
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

3後
4前
6後

4後・5通

0.3
0.4
0.1
10.2

○ ○ 基幹教員会議 39.5

循環器系Ⅱ
小児
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

3後
4前
6後

4後・5通

0.3
0.4
0.1
10.2

○ 39.5

38 教授 曹　英樹
ソウ ヒデキ

博士（医学） 2020年4月
小児
症候論
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

4前
4後

4後・5通

0.2
0.3
12.2

○ ○ 基幹教員会議 39.5
小児
症候論
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

4前
4後

4後・5通

0.2
0.3
12.2

○ 39.5

39 教授 下屋　浩一
シモヤ コウイチロウ

郎 博士（医学） 2006年7月

泌尿器・生殖器
女性内分泌・妊
娠
性腺・生殖器
総合医学1
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

○
○
○
○

1後
3後

3後
6前
6後

4後・5通

0.1
0.9

0.1
0.1
0.4
8.9

○ ○ 基幹教員会議 39.5

泌尿器・生殖器
女性内分泌・妊
娠
性腺・生殖器
総合医学1
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

○
○
○
○

1後
3後

3後
6前
6後

4後・5通

0.1
0.9

0.1
0.1
0.4
8.9

○ 39.5

40 教授 本郷　淳司
ホンゴウ アツシ

博士（医学） 2016年1月

性腺・生殖器
腫瘍
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

3後
4前
6後

4後・5通

0.3
0.1
0.2
5.2

○ ○ 基幹教員会議 39.5

性腺・生殖器
腫瘍
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

3後
4前
6後

4後・5通

0.3
0.1
0.2
5.2

○ 39.5

41 教授 平　成人
タイラ ナルト

博士（医学） 2022年4月

性腺・生殖器
腫瘍
臨床解剖
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○
○

3後
4前
5前
6後

4後・5通

0.1
0.1
0.1
0.1
9.4

○ ○ 基幹教員会議 39.5

性腺・生殖器
腫瘍
臨床解剖
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○
○

3後
4前
5前
6後

4後・5通

0.1
0.1
0.1
0.1
9.4

○ 39.5

42 教授 青山　裕美
アオヤマ ユミ

博士（医学） 2015年4月 皮膚系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3前
4後・5通

0.3
0.6

○ ○ 基幹教員会議 39.5 皮膚系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3前
4後・5通

0.3
0.6

○ 39.5

43 教授 山下　修二
ヤマシタ シュウジ

博士（医学） 2022年5月
臨床解剖
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

5前
6後

4後・5通

0.1
0.1
11.8

○ ○ 基幹教員会議 39.5
臨床解剖
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

5前
6後

4後・5通

0.1
0.1
11.8

○ 39.5

44 教授 三谷　茂
ミタニ   シゲル

博士（医学） 2010年4月
運動器系
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3後
6後

4後・5通

0.1
0.1
5.0

○ ○ 基幹教員会議 39.5
運動器系
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3後
6後

4後・5通

0.1
0.1
5.0

○ 39.5

45 教授 難波　良文
ナンバ  ヨシフミ

博士（医学） 2020年4月 運動器系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3後
4後・5通

0.1
3.1

○ ○ 基幹教員会議 39.5 運動器系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3後
4後・5通

0.1
3.1

○ 39.5

46 教授 野田　知之
ノダ トモユキ

博士（医学） 2021年4月 運動器系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3後
4後・5通

0.2
17.2

○ ○ 基幹教員会議 39.5 運動器系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3後
4後・5通

0.2
17.2

○ 39.5

47 教授 塩谷　昭子
シオタニ アキコ

博士（医学） 2015年4月

消化器系Ⅰ
老年医学
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

3前
4後
6後

4後・5通

0.2
0.1
0.1
7.4

○ ○ 基幹教員会議 39.5

消化器系Ⅰ
老年医学
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

3前
4後
6後

4後・5通

0.2
0.1
0.1
7.4

○ 39.5

48 教授 仁科　惣治
ニシナ ソウジ

博士（医学） 2022年6月
消化器系Ⅱ
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3後
6後

4後・5通

0.6
0.1
3.9

○ ○ 基幹教員会議 39.5
消化器系Ⅱ
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3後
6後

4後・5通

0.6
0.1
3.9

○ 39.5

49 教授 吉田　浩司
ヨシダ コウジ

博士（医学） 2022年6月

消化器系Ⅱ
腫瘍
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

3後
4前
6後

4後・5通

0.2
0.1
0.2
6.6

○ ○ 基幹教員会議 39.5

消化器系Ⅱ
腫瘍
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

3後
4前
6後

4後・5通

0.2
0.1
0.2
6.6

○ 39.5

50 教授 上野　富雄
ウエノ トミオ

博士（医学） 2016年9月

消化器・呼吸器
医の原則Ⅱ
消化器系Ⅰ
消化器系Ⅱ
外科総論
腫瘍
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○
○
○
○
○

1後
2後
3前
3後
4前
4前
6後

4後・5通

0.1
0.1
0.1
0.7
0.5
0.1
0.1
21.4

○ ○ 基幹教員会議 39.5

消化器・呼吸器
医の原則Ⅱ
消化器系Ⅰ
消化器系Ⅱ
外科総論
腫瘍
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○
○
○
○
○

1後
2後
3前
3後
4前
4前
6後

4後・5通

0.1
0.1
0.1
0.7
0.5
0.1
0.1
21.4

○ 39.5
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の大学等に置
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織での基幹教
員としての勤
務 状 況

51 教授 三木　淳司
ミキ アツシ

博士（医学） 2010年7月
眼・視覚系
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

4前
6後

4後・5通

0.4
0.1
4.5

○ ○ 基幹教員会議 39.5
眼・視覚系
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

4前
6後

4後・5通

0.4
0.1
4.5

○ 39.5

52 教授 原　浩貴
ハラ ヒロタカ

博士（医学） 2017年4月
耳鼻・咽喉・口
腔系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○

3後

4後・5通

0.3

9.7
○ ○ 基幹教員会議 39.5

耳鼻・咽喉・口
腔系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○

3後

4後・5通

0.3

9.7
○ 39.5

53 教授 向井　隆雄
ムカイ タカオ

博士（歯学） 2018年11月

耳鼻・咽喉・口
腔系
老年医学
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○
○

3後

4後
4後・5通

0.1

0.1
1.0

○ ○ 基幹教員会議 39.5

耳鼻・咽喉・口
腔系
老年医学
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○
○

3後

4後
4後・5通

0.1

0.1
1.0

○ 39.5

54 教授 戸田　雄一
トダ ユウイチロウ

郎 博士（医学） 2024年4月 周術期管理
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

4前
4後・5通

0.1
7.1

○ ○ 基幹教員会議 39.5 周術期管理
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

4前
4後・5通

0.1
7.1

○ 39.5

55 教授 佐藤　健治
サトウ ケンジ

博士（医学） 2024年4月

周術期管理
老年医学
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

4前
4後
6前

4後・5通

0.1
0.1
0.1
5.9

○ ○ 基幹教員会議 39.5

周術期管理
老年医学
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

4前
4後
6前

4後・5通

0.1
0.1
0.1
5.9

○ 39.5

56 教授 大橋　一郎
オオハシ  イチロウ

博士（医学） 2024年4月 周術期管理
臨床実習Ⅵ

○
○

4前
6前

0.1
2.4

○ ○ 基幹教員会議 39.5 周術期管理
臨床実習Ⅵ

○
○

4前
6前

0.1
2.4

○ 39.5

57 教授 大石　智洋
オオイシ トモヒロ

博士（医学） 2022年4月

感染症
小児
総合医学1
総合医学2
臨床実習Ⅵ

○
○
○
○
○

4前
4前
6前
6後
6前

0.9
0.3
0.1
0.1
4.7

○ ○ 基幹教員会議 39.5

感染症
小児
総合医学1
総合医学2
臨床実習Ⅵ

○
○
○
○
○

4前
4前
6前
6後
6前

0.9
0.3
0.1
0.1
4.7

○ 39.5

58 教授 永坂　岳司
ナガサカ タケシ

博士（医学） 2023年12月
感染症
腫瘍
臨床実習Ⅵ

○
○
○

4前
4前
6前

0.1
0.2
6.4

○ ○ 基幹教員会議 39.5
感染症
腫瘍
臨床実習Ⅵ

○
○
○

4前
4前
6前

0.1
0.2
6.4

○ 39.5

59 教授 玉田　勉
タマダ ツトム

博士（医学） 2018年4月

生体と放射線
画像診断
腫瘍
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○
○

2後
4前
4前
6後

4後・5通

0.1
0.2
0.1
0.1
1.6

○ ○ 基幹教員会議 39.5

生体と放射線
画像診断
腫瘍
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○
○

2後
4前
4前
6後

4後・5通

0.1
0.2
0.1
0.1
1.6

○ 39.5

60 教授 勝井　邦彰
カツイクニアキ

博士（医学） 2021年4月

臨床入門
性腺・生殖器
腫瘍
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○
○

2後
3後
4前
6後

4後・5通

0.2
0.1
0.3
0.1
0.8

○ ○ ○ 基幹教員会議 39.5

臨床入門
性腺・生殖器
腫瘍
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○
○

2後
3後
4前
6後

4後・5通

0.2
0.1
0.3
0.1
0.8

○ ○ 39.5

61 教授 福倉
フククラ

　良彦
ヨシヒコ

博士（医学） 2024年7月

呼吸器系
腫瘍
画像診断
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○
○

3前
4前
4前
6後

4後・5通

0.1
0.1
0.3
0.1
2.5

○ 基幹教員会議 39.5

呼吸器系
腫瘍
画像診断
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○
○

3前
4前
4前
6後

4後・5通

0.1
0.1
0.3
0.1
2.5

39.5

62 教授 加藤　勝也
カトウ カツヤ

博士（医学） 2016年10月

臨床入門
呼吸器系
画像診断
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

2後
3前
4前

4後・5通

0.1
0.1
0.1
2.2

○ ○ 基幹教員会議 39.5

臨床入門
呼吸器系
画像診断
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

2後
3前
4前

4後・5通

0.1
0.1
0.1
2.2

○ 39.5

63 教授 北中　明
キタナカ アキラ

博士（医学） 2018年4月

腫瘍
検査診断・輸血
臨床実習入門
総合医学1

○
○
○
○

4前
4後
4後
6前

0.1
0.3
0.2
0.1

○ ○ 基幹教員会議 39.5

腫瘍
検査診断・輸血
臨床実習入門
総合医学1

○
○
○
○

4前
4後
4後
6前

0.1
0.3
0.2
0.1

○ 39.5

64 教授 眞部　紀明
マナベ ノリアキ

博士（医学） 2018年4月

消化器系Ⅰ
検査診断・輸血
臨床実習入門
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

3前
4後
4後

4後・5通

0.1
0.1
0.5
0.9

○ ○ 基幹教員会議 39.5

消化器系Ⅰ
検査診断・輸血
臨床実習入門
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

3前
4後
4後

4後・5通

0.1
0.1
0.5
0.9

○ 39.5

65 教授 勝山　博信
カツヤマ ヒロノブ

医学博士 2007年8月
医の原則Ⅱ
予防医学
総合医学2

○
○
○

2後
4前
6後

0.1
0.2
0.1

○ ○ 基幹教員会議 39.5
医の原則Ⅱ
予防医学
総合医学2

○
○
○

2後
4前
6後

0.1
0.2
0.1

○ 39.5

66 教授 神田　英一
カンダ  エイイチロウ

郎
博士（医学） 2024年4月

医学とEBM・
データサイエン
ス
臨床入門
腎・尿路系
臨床実習Ⅲ
予防医学
総合医学2

○

○
○
○
○
○

2前

2後
3前
3後
4前
6後

1.5

0.1
0.1
0.4
0.1
0.1

○ ○ 基幹教員会議 39.5

医学とEBM・
データサイエン
ス
臨床入門
腎・尿路系
臨床実習Ⅲ
予防医学
総合医学2

○

○
○
○
○
○

2前

2後
3前
3後
4前
6後

1.5

0.1
0.1
0.4
0.1
0.1

○ 39.5

67 教授 鎌田　智有
カマダ トモアリ

博士（医学） 2016年4月

消化器系Ⅰ
予防医学
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

3前
4前
6後

4後・5通

0.1
0.3
0.3
0.6

○ ○ 基幹教員会議 39.5

消化器系Ⅰ
予防医学
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

3前
4前
6後

4後・5通

0.1
0.3
0.3
0.6

○ 39.5

68 特任教授 白
シラ

羽
ハ

　英則
ヒデノリ

博士（医学） 2024年4月 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 1.5 ○ 基幹教員会議 39.5 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 1.5 39.5

69 特任教授 浦上　淳
ウラカミ アツシ

博士（医学） 2019年4月 腫瘍
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

4前
4後・5通

0.1
13.9

○ 基幹教員会議 39.5 腫瘍
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

4前
4後・5通

0.1
13.9

39.5

70 特任教授 中島　一毅
ナカシマ カズタカ

博士（医学） 2019年4月 画像診断
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

4前
4後・5通

0.1
13.8

○ 基幹教員会議 39.5 画像診断
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

4前
4後・5通

0.1
13.8

39.5

71 特任教授 宮地　禎幸
ミヤジ ヨシユキ

博士（医学） 2019年4月

腎・尿路系
性腺・生殖器
内分泌・栄養・
代謝系
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

○
○

3前
3後
3前

6後
4後・5通

0.1
0.1
0.1

0.3
12.4

○ 基幹教員会議 39.5

腎・尿路系
性腺・生殖器
内分泌・栄養・
代謝系
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

○
○

3前
3後
3前

6後
4後・5通

0.1
0.1
0.1

0.3
12.4

39.5

72 特任教授 福原　徹
フクハラ トオル

博士（医学） 2019年4月 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 3.9 ○ 基幹教員会議 39.5 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 3.9 39.5
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務 状 況
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員としての勤
務 状 況

73 特任教授 徳
トク

富
トミ

　智明
トモハル

博士（医学） 2024年4月 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 1.2 ○ 基幹教員会議 39.5 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 1.2 39.5

74 特任教授 田中　克浩
タナカ カツヒロ

博士（医学） 2019年4月

内分泌・栄養・
代謝系
性腺・生殖器
症候論
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○
○
○
○

3前

3後
4後
6後

4後・5通

0.2

0.1
0.3
0.1
10.4

○ 基幹教員会議 39.5

内分泌・栄養・
代謝系
性腺・生殖器
症候論
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○
○
○
○

3前

3後
4後
6後

4後・5通

0.2

0.1
0.3
0.1
10.4

39.5

75 特任教授 中野　和久
ナカノ カズヒサ

博士（医学） 2021年4月

免疫・アレル
ギー疾患
症候論
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○
○
○

4前

4後
6前

4後・5通

0.4

0.3
0.3
5.2

○ 基幹教員会議 39.5

免疫・アレル
ギー疾患
症候論
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○
○
○

4前

4後
6前

4後・5通

0.4

0.3
0.3
5.2

39.5

76 特任教授 藤原　由規
フジワラ ヨシノリ

博士（医学） 2017年4月

消化器系Ⅰ
臨床解剖
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

3前
5前
6後

4後・5通

0.1
0.1
0.1
21.0

○ 基幹教員会議 39.5

消化器系Ⅰ
臨床解剖
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

3前
5前
6後

4後・5通

0.1
0.1
0.1
21.0

39.5

77 特任教授
吉松　和彦
ヨシマツ カズヒコ

博士（医学） 2020年10月

消化器系Ⅰ
腫瘍
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

3前
4前
6後

4後・5通

0.2
0.1
0.1
18.5

○ 基幹教員会議 39.5

消化器系Ⅰ
腫瘍
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

3前
4前
6後

4後・5通

0.2
0.1
0.1
18.5

39.5

78 特任教授 假
カリ

谷
ヤ

　伸
シン

博士（医学） 2022年12月

耳鼻・咽喉・口
腔系
臨床解剖
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○
○

3後

5前
4後・5通

0.3

0.1
10.5

○ 基幹教員会議 39.5

耳鼻・咽喉・口
腔系
臨床解剖
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○
○

3後

5前
4後・5通

0.3

0.1
10.5

39.5

79 特任教授 増田　清士
マスダ  キヨシ

博士（医学） 2018年4月

医学の歴史
医科学入門
ゲノム医学
生命科学Ⅱ
臨床入門
学修継続への基
礎的教養
臨床病態論

○
○
○
○
○
○

○

1前･後
1前

2前
2前
2後
4後

4後

0.1
0.2
0.3
0.7
0.1
0.2

0.3

○ ○ ○ 基幹教員会議 39.5

医学の歴史
医科学入門
ゲノム医学
生命科学Ⅱ
臨床入門
学修継続への基
礎的教養
臨床病態論

○
○
○
○
○
○

○

1前･後
1前

2前
2前
2後
4後

4後

0.1
0.2
0.2
0.7
0.1
0.2

0.3

○ ○ 39.5

80 特任教授 庵谷　千恵
イホリヤ  チエコ

子
博士（医学） 2023年10月

臨床実習Ⅱ
臨床実習Ⅲ
地域医療とプラ
イマリ・ケア
診療の基本
総合医学１
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

○
○
○

2前
3後
4後

5前
6前

4後・5通

1.3
0.5
0.1

0.2
0.3
4.6

○ ○ ○ 基幹教員会議 39.5

81 准教授
ツジ  シュウヘイ

博士（理学） 2015年4月

リベラルアーツ
選択Ⅰ
医科学入門
医学概論
医用物理学
基礎科学実験
発表の技法
生体と放射線

○

○
○
○
○
○
○

1後

1前
1前
1前
1前
1後
2後

0.5

0.8
0.2
2.0
1.0
1.0
0.3

○ ○ 基幹教員会議 39.5

リベラルアーツ
選択Ⅰ
医科学入門
医学概論
医用物理学
基礎科学実験
発表の技法
生体と放射線

○

○
○
○
○
○
○

1後

1前
1前
1前
1前
1後
2後

0.5

0.8
0.2
2.0
1.0
1.0
0.3

○ 39.5

82 准教授 大橋　武文
オオハシ  タケフミ

2018年4月
医科学入門
医用化学
基礎科学実験

○
○
○

1前
1前
1前

0.8
1.0
0.8

○ ○ 基幹教員会議 39.5
医科学入門
医用化学
基礎科学実験

○
○
○

1前
1前
1前

0.8
1.0
0.8

○ 39.5

83 准教授 林　周一
ハヤシ シュウイチ

博士（理学） 2019年5月

医学概論
医学の歴史
循環器・内分泌
消化器・呼吸器
人体解剖実習
人体構造入門
脳神経・感覚器
皮膚・運動器
組織学実習

○
○
○
○
○
○
○
○
○

1前
1前･後
1後
1後
1後
1前
1後
1後
1後

0.2
0.2
0.2
0.1
4.0
1.5
1.3
0.1
1.5

○ ○ 基幹教員会議 39.5

医学概論
医学の歴史
循環器・内分泌
消化器・呼吸器
人体解剖実習
人体構造入門
脳神経・感覚器
皮膚・運動器
組織学実習

○
○
○
○
○
○
○
○
○

1前
1前･後
1後
1後
1後
1前
1後
1後
1後

0.2
0.2
0.2
0.1
4.0
1.5
1.3
0.1
1.5

○ 39.5

84 准教授 横西　哲広
ヨコニシ  テツヒロ

博士（医学） 2022年8月

医学の歴史
人体構造入門
循環器・内分泌
消化器・呼吸器
人体解剖実習
脳神経・感覚器
泌尿器・生殖器
皮膚・運動器
臨床解剖

○
○
○
○
○
○
○
○
○

1前･後
1前
1後
1後
1後
1後
1後
1後
5前

0.1
0.2
0.3
0.1
4.0
0.1
0.4
0.2
0.2

○ ○ 基幹教員会議 39.5

医学の歴史
人体構造入門
循環器・内分泌
消化器・呼吸器
人体解剖実習
脳神経・感覚器
泌尿器・生殖器
皮膚・運動器
臨床解剖

○
○
○
○
○
○
○
○
○

1前･後
1前
1後
1後
1後
1後
1後
1後
5前

0.1
0.2
0.3
0.1
4.0
0.1
0.4
0.2
0.2

○ 39.5

85 准教授 橋本　謙
ハシモト ケン

博士（医学） 2019年4月

リベラルアーツ
選択Ⅰ
機能系統合実習
生体内情報伝達
臨床発生学

○

○
○
○

1後

2前
2前
2前

0.1

0.5
0.2
0.1

○ ○ 基幹教員会議 39.5

リベラルアーツ
選択Ⅰ
機能系統合実習
生体内情報伝達
臨床発生学

○

○
○
○

1後

2前
2前
2前

0.1

0.4
0.2
0.1

○ 39.5

86 准教授 氷見　直之
ヒミ ナオユキ

博士（医学） 2021年11月

リベラルアーツ
選択Ⅰ
医学概論
脳神経・感覚器
機能系統合実習
生体内情報伝達

○

○
○
○
○

1後

1前
1後
2前
2前

0.1

0.2
0.2
0.5
0.3

○ ○ 基幹教員会議 39.5

リベラルアーツ
選択Ⅰ
医学概論
脳神経・感覚器
機能系統合実習
生体内情報伝達

○

○
○
○
○

1後

1前
1後
2前
2前

0.1

0.2
0.2
0.4
0.3

○ 39.5
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教育研究に
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間 数
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務 状 況

87 准教授 岡本　秀一
オカモト シュウイチロウ

郎
博士（医学） 2022年11月

医学概論
生命科学Ⅱ
代謝
データ分析に基
づく研究講義
腫瘍

○
○
○
○

○

1前
2前
2前
3後

4前

0.2
0.2
0.4
0.1

0.1

○ ○ 基幹教員会議 39.5

医学概論
生命科学Ⅱ
代謝
データ分析に基
づく研究講義
腫瘍

○
○
○
○

○

1前
2前
2前
3後

4前

0.2
0.2
0.3
0.1

0.1

○ 39.5

88 准教授 内藤　忠相
ナイトウ  タダスケ

博士（医学） 2021年4月

医学概論
生体と微生物
1(細菌)
生体と微生物
2(ウイルス)
生体と微生物
3(寄生虫)

○
○

○

○

1前
2前

2後

2後

0.2
0.3

1.0

0.2

○ ○ 基幹教員会議 39.5

医学概論
生体と微生物
1(細菌)
生体と微生物
2(ウイルス)
生体と微生物
3(寄生虫)

○
○

○

○

1前
2前

2後

2後

0.2
0.3

0.9

0.2

○ 39.5

89 准教授 坪井　一人
ツボイ  カズヒト

博士（薬学） 2021年11月 生体と薬物
薬物治療

○
○

2後
2後

0.3
1.2

○ ○ 基幹教員会議 39.5 生体と薬物
薬物治療

○
○

2後
2後

0.2
1.2

○ 39.5

90 准教授 西村　泰光
ニシムラ ヤスミツ

博士（医学） 2010年12月

医学概論
リベラルアーツ
選択Ⅰ
生命科学Ⅱ
環境社会医学
予防医学
総合医学2

○
○

○
○
○
○

1前
1後

2前
4前
4前
6後

0.2
0.1

0.1
0.2
0.2
0.1

○ ○ 基幹教員会議 39.5

医学概論
リベラルアーツ
選択Ⅰ
生命科学Ⅱ
環境社会医学
予防医学
総合医学2

○
○

○
○
○
○

1前
1後

2前
4前
4前
6後

0.2
0.1

0.1
0.2
0.2
0.1

○ 39.5

91 准教授 三浦　雅布
ミウラ マサノブ

博士（医学） 2020年10月

データ分析に基
づく研究講義
法医学
総合医学2

○

○
○

3後

4前･後
6後

0.1

1.0
0.1

○ ○ 基幹教員会議 39.5

データ分析に基
づく研究講義
法医学
総合医学2

○

○
○

3後

4前･後
6後

0.1

1.0
0.1

○ 39.5

92 准教授 井上　貴博
イノウエ タカヒロ

博士（医学） 2014年1月 救急医学
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

4前
4後・5通

0.3
8.9

○ ○ 基幹教員会議 39.5 救急医学
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

4前
4後・5通

0.3
8.9

○ 39.5

93 准教授 宮本　聡美
ミヤモト サトミ

博士（医学） 2017年4月
医の原則Ⅰ
救急医学
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

1前
4前

4後・5通

0.1
0.1
4.7

○ ○ 基幹教員会議 39.5
医の原則Ⅰ
救急医学
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

1前
4前

4後・5通

0.1
0.1
4.7

○ 39.5

94 准教授 白井　亮
シライ  リョウ

博士（医学） 2019年5月

呼吸器系
感染症
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

3前
4前
6前

4後・5通

0.2
0.1
0.1
2.7

○ ○ 基幹教員会議 39.5

呼吸器系
感染症
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

3前
4前
6前

4後・5通

0.2
0.1
0.1
2.7

○ 39.5

95 准教授 川中　美和
カワナカ  ミワ

博士（医学） 2013年4月 消化器系Ⅱ
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3後
4後・5通

0.3
1.1

○ ○ 基幹教員会議 39.5 消化器系Ⅱ
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3後
4後・5通

0.3
1.1

○ 39.5

96 准教授 大城　義之
オオシロ  ヨシユキ

博士（医学） 2011年11月 循環器系Ⅱ
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3後
4後・5通

0.1
4.7

○ ○ 基幹教員会議 39.5 循環器系Ⅱ
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3後
4後・5通

0.1
4.7

○ 39.5

97 准教授 大澤　和宏
オオサワ  カズヒロ

博士（医学） 2021年6月 循環器系Ⅱ
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3後
4後・5通

0.1
4.7

○ ○ 基幹教員会議 39.5 循環器系Ⅱ
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3後
4後・5通

0.1
4.7

○ 39.5

98 准教授 山根　弘路
ヤマネ  ヒロミチ

博士（医学） 2014年11月
腫瘍
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

4前
6前

4後・5通

0.1
0.1
5.7

○ ○ 基幹教員会議 39.5
腫瘍
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

4前
6前

4後・5通

0.1
0.1
5.7

○ 39.5

99 准教授 中西　秀和
ナカニシ  ヒデカズ

博士（医学） 2017年4月
血液・造血器・
リンパ系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○

3前

4後・5通

0.5

12.4
○ ○ 基幹教員会議 39.5

血液・造血器・
リンパ系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○

3前

4後・5通

0.5

12.4
○ 39.5

100 准教授 深澤　拓也
フカザワ  タクヤ

博士（医学） 2016年7月 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 13.9 ○ ○ 基幹教員会議 39.5 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 13.9 ○ 39.5

101 准教授 吉田　和弘
ヨシダ  カズヒロ

博士（医学） 2019年11月 腫瘍
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

4前
4後・5通

0.1
13.8

○ ○ 基幹教員会議 39.5 腫瘍
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

4前
4後・5通

0.1
13.8

○ 39.5

102 准教授 髙岡　宗徳
タカオカ  ムネノリ

博士（医学） 2021年4月 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 14.2 ○ ○ 基幹教員会議 39.5 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 14.2 ○ 39.5

103 准教授 角谷　裕之
カドヤ ヒロユキ

博士（医学） 2023年4月

泌尿器・生殖器
腎・尿路系
老年医学
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○
○

1後
3前
4後
6前

4後・5通

0.1
0.1
0.1
0.1
1.0

○ ○ 基幹教員会議 39.5

泌尿器・生殖器
腎・尿路系
老年医学
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○
○

1後
3前
4後
6前

4後・5通

0.1
0.1
0.1
0.1
1.0

○ 39.5

104 准教授 久米　輝善
クメ テルヨシ

博士（医学） 2023年10月
薬物治療
循環器系Ⅰ
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

2後
3前

4後・5通

0.2
0.2
6.0

○ ○ 基幹教員会議 39.5
薬物治療
循環器系Ⅰ
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

2後
3前

4後・5通

0.2
0.2
6.0

○ 39.5

105 准教授 田淵　篤
タブチ  アツシ

博士（医学） 2020年11月
循環器系Ⅱ
臨床解剖
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3後
5前

4後・5通

0.3
0.1
12.8

○ ○ 基幹教員会議 39.5
循環器系Ⅱ
臨床解剖
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3後
5前

4後・5通

0.3
0.1
12.8

○ 39.5

106 准教授 清水　克彦
シミズ  カツヒコ

博士（医学） 2012年10月

呼吸器系
腫瘍
症候論
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

3前
4前
4後

4後・5通

0.1
0.1
0.3
10.1

○ ○ 基幹教員会議 39.5

呼吸器系
腫瘍
症候論
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

3前
4前
4後

4後・5通

0.1
0.1
0.3
10.1

○ 39.5

107 准教授 長洲　一
ナガス  ハジメ

博士（医学） 2020年10月
腎・尿路系
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3前
6前

4後・5通

0.3
0.1
4.2

○ ○ 基幹教員会議 39.5
腎・尿路系
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3前
6前

4後・5通

0.3
0.1
4.2

○ 39.5

108 准教授 近藤　敏範
コンドウ  トシノリ

博士（医学） 2019年4月

血液・造血器・
リンパ系
腫瘍
診療の基本
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○
○
○

3前

4前
5前

4後・5通

0.5

0.1
0.3
3.2

○ ○ 基幹教員会議 39.5

血液・造血器・
リンパ系
腫瘍
診療の基本
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○
○
○

3前

4前
5前

4後・5通

0.5

0.1
0.3
3.2

○ 39.5

109 准教授 中西　修平
ナカニシ  シュウヘイ

博士（医学） 2016年4月

内分泌・栄養・
代謝系
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○
○

3前

6前
4後・5通

0.7

0.2
0.6

○ ○ 基幹教員会議 39.5

内分泌・栄養・
代謝系
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○
○

3前

6前
4後・5通

0.7

0.2
0.6

○ 39.5
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110 准教授 藤井　智浩
フジイ  トモヒロ

博士（医学） 2020年7月

腎・尿路系
性腺・生殖器
症候論
臨床解剖
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○
○

3前
3後
4後
5前

4後・5通

0.1
0.1
0.3
0.1
11.9

○ ○ 基幹教員会議 39.5

腎・尿路系
性腺・生殖器
症候論
臨床解剖
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○
○

3前
3後
4後
5前

4後・5通

0.1
0.1
0.3
0.1
11.9

○ 39.5

111 准教授 原　綾英
ハラ  リョウエイ

博士（医学） 2022年4月
内分泌・栄養・
代謝系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○

3前

4後・5通

0.1

3.5
○ ○ 基幹教員会議 39.5

内分泌・栄養・
代謝系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○

3前

4後・5通

0.1

3.5
○ 39.5

112 准教授 逸見　祥司
ヘンミ ショウジ

博士（医学） 2022年4月

神経系
感染症
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

3後
4前
6前

4後・5通

0.2
0.1
0.1
2.4

○ ○ 基幹教員会議 39.5

神経系
感染症
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

3後
4前
6前

4後・5通

0.2
0.1
0.1
2.4

○ 39.5

113 准教授 大山　直紀
オオヤマ  ナオキ

博士（医学） 2018年7月 神経系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3後
4後・5通

0.1
14.7

○ ○ 基幹教員会議 39.5 神経系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3後
4後・5通

0.1
14.7

○ 39.5

114 准教授 井上　剛
イノウエ  タケシ

博士（医学） 2013年4月 神経系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3後
4後・5通

0.1
2.2

○ ○ 基幹教員会議 39.5 神経系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3後
4後・5通

0.1
2.2

○ 39.5

115 准教授 八木　謙次
ヤギ ケンジ

博士（医学） 2018年4月
神経系
臨床解剖
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3後
5前

4後・5通

0.2
0.1
14.5

○ ○ 基幹教員会議 39.5
神経系
臨床解剖
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3後
5前

4後・5通

0.2
0.1
14.5

○ 39.5

116 准教授 目黒　俊成
メグロ  トシナリ

博士（医学） 2015年9月 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 6.1 ○ ○ 基幹教員会議 39.5 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 6.1 ○ 39.5

117 准教授 村上　伸治
ムラカミ  シンジ

博士（医学） 2019年4月

人の行動と心理
精神系
症候論
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○
○

2前
3後
4後
6後

4後・5通

0.1
0.7
0.3
0.3
14.2

○ ○ 基幹教員会議 39.5

人の行動と心理
精神系
症候論
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○
○

2前
3後
4後
6後

4後・5通

0.1
0.7
0.3
0.3
14.2

○ 39.5

118 准教授
ヨシダ アツシ

博士（医学） 2016年4月

腎・尿路系
小児
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

3前
4前
6後

4後・5通

0.1
0.2
0.1
14.5

○ ○ 基幹教員会議 39.5

腎・尿路系
小児
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

3前
4前
6後

4後・5通

0.1
0.2
0.1
14.5

○ 39.5

119 准教授 村田　卓也
ムラタ タクヤ

博士（医学） 2020年1月

女性内分泌・妊
娠
内分泌・栄養・
代謝系
性腺・生殖器
感染症
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○

○
○
○
○

3後

3前

3後
4前
6後

4後・5通

0.2

0.1

0.2
0.1
0.1
3.7

○ ○ 基幹教員会議 39.5

女性内分泌・妊
娠
内分泌・栄養・
代謝系
性腺・生殖器
感染症
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○

○
○
○
○

3後

3前

3後
4前
6後

4後・5通

0.2

0.1

0.2
0.1
0.1
3.7

○ 39.5

120 准教授 太田　啓明
オオタ  ヨシアキ

博士（医学） 2020年2月

性腺・生殖器
症候論
臨床解剖
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○
○

3後
4後
5前
6後

4後・5通

0.2
0.3
0.1
0.1
12.2

○ ○ 基幹教員会議 39.5

性腺・生殖器
症候論
臨床解剖
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○
○

3後
4後
5前
6後

4後・5通

0.2
0.3
0.1
0.1
12.2

○ 39.5

121 准教授 田中　了
タナカ  リョウ

博士（医学） 2019年4月
医の原則Ⅰ
皮膚系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

1前
3前

4後・5通

0.1
0.3
6.0

○ ○ 基幹教員会議 39.5
医の原則Ⅰ
皮膚系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

1前
3前

4後・5通

0.1
0.3
6.0

○ 39.5

122 准教授 山本　剛伸
ヤマモト  タケノブ

博士（医学） 2011年4月 皮膚系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3前
4後・5通

0.3
2.6

○ ○ 基幹教員会議 39.5 皮膚系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3前
4後・5通

0.3
2.6

○ 39.5

123 准教授 戎谷　昭吾
エビスダニ  ショウゴ

博士（医学） 2016年4月 臨床解剖
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

5前
4後・5通

0.1
7.6

○ ○ 基幹教員会議 39.5 臨床解剖
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

5前
4後・5通

0.1
7.6

○ 39.5

124 准教授 中西　一夫
ナカニシ  カズオ

博士（医学） 2013年10月
脳神経・感覚器
運動器系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

1後
3後

4後・5通

0.1
0.1
3.1

○ ○ 基幹教員会議 39.5
脳神経・感覚器
運動器系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

1後
3後

4後・5通

0.1
0.1
3.1

○ 39.5

125 准教授 遠藤　裕介
エンドウ  ヒロスケ

博士（医学） 2020年4月 運動器系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3後
4後・5通

0.1
3.4

○ ○ 基幹教員会議 39.5 運動器系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3後
4後・5通

0.1
3.4

○ 39.5

126 准教授 玉田　利徳
タマダ  トシノリ

博士（医学） 2017年4月 運動器系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3後
4後・5通

0.1
12.1

○ ○ 基幹教員会議 39.5 運動器系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3後
4後・5通

0.1
12.1

○ 39.5

127 准教授 平岡　崇
ヒラオカ  タカシ

博士（医学） 2013年4月 リハビリ
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

4前
4後・5通

0.2
0.9

○ ○ 基幹教員会議 39.5 リハビリ
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

4前
4後・5通

0.2
0.9

○ 39.5

128 准教授 目谷　浩通
メタニ  ヒロミチ

博士（医学） 2015年4月
リハビリ
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

4前
6前

4後・5通

0.3
0.1
0.9

○ ○ 基幹教員会議 39.5
リハビリ
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

4前
6前

4後・5通

0.3
0.1
0.9

○ 39.5

129 准教授 松本　啓志
マツモト  ヒロシ

博士（医学） 2017年4月

医の原則Ⅰ
消化器系Ⅰ
感染症
症候論
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○
○
○

1前
3前
4前
4後
6後

4後・5通

0.1
0.3
0.1
0.3
0.1
4.5

○ ○ 基幹教員会議 39.5

医の原則Ⅰ
消化器系Ⅰ
感染症
症候論
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○
○
○

1前
3前
4前
4後
6後

4後・5通

0.1
0.3
0.1
0.3
0.1
4.5

○ 39.5

130 准教授 遠藤　俊治
エンドウ  シュンジ

博士（医学） 2021年10月

医の原則Ⅰ
消化器系Ⅰ
腫瘍
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○
○

1前
3前
4前
6後

4後・5通

0.1
0.1
0.1
0.1
19.7

○ ○ 基幹教員会議 39.5

医の原則Ⅰ
消化器系Ⅰ
腫瘍
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○
○

1前
3前
4前
6後

4後・5通

0.1
0.1
0.1
0.1
19.7

○ 39.5

131 准教授 岡田　敏正
オカダ トシマサ

博士（医学） 2023年4月 症候論
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

4後
4後・5通

0.3
17.2

○ ○ 基幹教員会議 39.5 症候論
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

4後
4後・5通

0.3
17.2

○ 39.5

132 准教授 家木　良彰
イエキ  ヨシアキ

博士（医学） 2007年4月
眼・視覚系
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

4前
6後

4後・5通

0.4
0.1
4.0

○ ○ 基幹教員会議 39.5
眼・視覚系
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

4前
6後

4後・5通

0.4
0.1
4.0

○ 39.5

133 准教授 古瀨　尚
フルセ タカシ

博士（医学） 2013年6月 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 2.6 ○ ○ 基幹教員会議 39.5 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 2.6 ○ 39.5
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係 る 会 議 等 へ の 参 画 状 況
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教育研究に
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の大学等に置
かれる学部等
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務 状 況

134 准教授 福田　裕次
フクダ ユウジロウ

郎
博士（医学） 2022年11月

耳鼻・咽喉・口
腔系
臨床解剖
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○
○
○

3後

5前
6後

4後・5通

0.2

0.1
0.1
10.5

○ ○ 基幹教員会議 39.5

耳鼻・咽喉・口
腔系
臨床解剖
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○
○
○

3後

5前
6後

4後・5通

0.2

0.1
0.1
10.5

○ 39.5

135 准教授 山本　友美
ヤマモト  ユミ

博士（歯学） 2021年4月 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 0.6 ○ ○ 基幹教員会議 39.5 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 0.6 ○ 39.5

136 准教授 前島　亨一
マエシマ  キョウイチロウ

郎 博士（医学） 2024年4月 周術期管理
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

4前
4後・5通

0.1
7.4

○ ○ 基幹教員会議 39.5 周術期管理
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

4前
4後・5通

0.1
7.4

○ 39.5

137 准教授 吉岡　大介
ヨシオカ  ダイスケ

博士（医学） 2022年4月

呼吸器系
感染症
症候論
総合医学1
臨床実習Ⅵ

○
○
○
○
○

3前
4前
4後
6前
6前

0.2
0.1
0.3
0.2
2.1

○ ○ 基幹教員会議 39.5

呼吸器系
感染症
症候論
総合医学1
臨床実習Ⅵ

○
○
○
○
○

3前
4前
4後
6前
6前

0.2
0.1
0.3
0.2
2.1

○ 39.5

138 准教授 山本　亮
ヤマモト  アキラ

博士（医学） 2019年4月

生体と放射線
腎・尿路系
画像診断
臨床実習入門
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○
○
○

2後
3前
4前
4後
6後

4後・5通

0.1
0.1
0.1
0.4
0.1
1.6

○ ○ 基幹教員会議 39.5

生体と放射線
腎・尿路系
画像診断
臨床実習入門
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○
○
○

2後
3前
4前
4後
6後

4後・5通

0.1
0.1
0.1
0.4
0.1
1.6

○ 39.5

139 准教授 林　貴史
ハヤシ  タカフミ

博士（医学） 2016年7月 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 1.1 ○ ○ 基幹教員会議 39.5 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 1.1 ○ 39.5

140 准教授 藤原　寛康
フジワラ  ヒロヤス

博士（医学） 2021年4月 画像診断
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

4前
4後・5通

0.1
6.4

○ ○ 基幹教員会議 39.5 画像診断
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

4前
4後・5通

0.1
6.4

○ 39.5

141 准教授 辻岡　貴之
ツジオカ  タカユキ

博士（医学） 2019年4月

検査診断・輸血
臨床実習入門
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

4後
4後
6前

4後・5通

0.1
1.1
0.1
0.8

○ ○ 基幹教員会議 39.5

検査診断・輸血
臨床実習入門
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

4後
4後
6前

4後・5通

0.1
1.1
0.1
0.8

○ 39.5

142 准教授 藤田　穣
フジタ  ミノル

博士（医学） 2019年4月 腫瘍
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

4前
4後・5通

0.1
0.9

○ ○ 基幹教員会議 39.5 腫瘍
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

4前
4後・5通

0.1
0.9

○ 39.5

143 准教授 今村　祐志
イマムラ ヒロシ

博士（医学） 2008年4月

腫瘍
画像診断
検査診断・輸血
臨床実習入門
総合医学2

○
○
○
○
○

4前
4前
4後
4後
6後

0.1
0.1
0.1
0.5
0.1

○ ○ 基幹教員会議 39.5

腫瘍
画像診断
検査診断・輸血
臨床実習入門
総合医学2

○
○
○
○
○

4前
4前
4後
4後
6後

0.1
0.1
0.1
0.5
0.1

○ 39.5

144 准教授 秋山　隆
アキヤマ  タカシ

博士（医学） 2009年5月

医の原則Ⅰ
病因と病態
消化器系Ⅰ
消化器系Ⅱ
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○
○

1前
2後
3前
3後

4後・5通

0.1
0.5
0.5
0.2
1.9

○ ○ 基幹教員会議 39.5

医の原則Ⅰ
病因と病態
消化器系Ⅰ
消化器系Ⅱ
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○
○

1前
2後
3前
3後

4後・5通

0.1
0.5
0.5
0.2
1.9

○ 39.5

145 准教授 塩見
シオミ

　達志
タツシ

博士（医学） 2023年4月
病因と病態
運動器系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

2後
3後

4後・5通

0.4
0.3
15.6

○ ○ 基幹教員会議 39.5
病因と病態
運動器系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

2後
3後

4後・5通

0.3
0.3
15.6

○ 39.5

146 准教授 依田　健志
ヨダ タケシ

博士（医学） 2024年6月

医の原則Ⅱ
地域医療とプラ
イマリ・ケア
予防医学
診療の基本
総合医学2

○
○

○
○
○

2後
4後

4前
5前
6後

0.1
0.1

0.3
0.3
0.1

○ ○ 基幹教員会議 39.5

医の原則Ⅱ
地域医療とプラ
イマリ・ケア
予防医学
診療の基本
総合医学2

○
○

○
○
○

2後
4後

4前
5前
6後

0.1
0.1

0.3
0.3
0.1

○ 39.5

147 准教授 藤本　壮八
フジモト  ソウハチ

博士（医学） 2016年4月 予防医学
総合医学2

○
○

4前
6後

0.3
0.2

○ ○ 基幹教員会議 39.5 予防医学
総合医学2

○
○

4前
6後

0.3
0.2

○ 39.5

148 准教授 犬伏　正幸
イヌブシ  マサユキ

博士（医学） 2024年4月
医の原則Ⅰ
データ分析に基
づく研究講義

○
○

1前
3後

0.1
0.1 ○ ○ 基幹教員会議 39.5

医の原則Ⅰ
データ分析に基
づく研究講義

○
○

1前
3後

0.1
0.1 ○ 39.5

149 特任准教授
谷川
タニカワ

　淳
ジュン

教育学士 2024年4月

Medical
Communication
Ⅰ
Medical
Communication
Ⅱ
Medical
English Ⅲ

○

○

○

1前･後

2前･後

3前･後

1.8

2.0

1.8

○ 基幹教員会議 39.5

Medical
Communication
Ⅰ
Medical
Communication
Ⅱ
Medical
English Ⅲ

○

○

○

1前･後

2前･後

3前･後

1.8

2.0

1.8

○ 39.5

150 特任准教授
加藤　茂樹
カトウ  シゲキ

博士（医学） 2022年4月

呼吸器系
地域医療とプラ
イマリ・ケア
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

○

3前
4後

4後・5通

0.1
0.1

1.9

○ 基幹教員会議 39.5

呼吸器系
地域医療とプラ
イマリ・ケア
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

○

3前
4後

4後・5通

0.1
0.1

1.9

39.5

151 特任准教授
北山
キタヤマ

　通
ミチオ

朗 博士（医学） 2023年4月 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 4.1 ○ 基幹教員会議 39.5 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 4.1 39.5

152 特任准教授
石田　敦久
イシダ  アツヒサ

博士（医学） 2019年4月
医の原則Ⅰ
循環器系Ⅱ
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

1前
3後

4後・5通

0.1
0.1
13.9

○ 基幹教員会議 39.5
医の原則Ⅰ
循環器系Ⅱ
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

1前
3後

4後・5通

0.1
0.1
13.9

39.5

153 特任准教授
岸　誠司
キシ セイジ

博士（医学） 2022年1月

循環器系Ⅰ
腎・尿路系
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

3前
3前
6前

4後・5通

0.1
0.1
0.1
2.8

○ 基幹教員会議 39.5

循環器系Ⅰ
腎・尿路系
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

3前
3前
6前

4後・5通

0.1
0.1
0.1
2.8

39.5

154 特任准教授
大澤　裕
オオサワ ユタカ

博士（医学） 2021年5月

ゲノム医学
神経系
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

2前
3後
6前

4後・5通

0.1
0.2
0.1
2.8

○ 基幹教員会議 39.5

ゲノム医学
神経系
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

2前
3後
6前

4後・5通

0.1
0.2
0.1
2.8

39.5

155 特任准教授
森　仁
モリ ヒトシ

2022年4月
医の原則Ⅰ
神経系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

1前
3後

4後・5通

0.1
0.1
2.7

○ 基幹教員会議 39.5
医の原則Ⅰ
神経系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

1前
3後

4後・5通

0.1
0.1
2.7

39.5
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担当授業科目
教 育 課 程 の 編 成 等 の 意 思 決 定 に
係 る 会 議 等 へ の 参 画 状 況

申請に係る
大学における
教育研究に
従事する週
当たり平均時
間 数

申請に係る学
部等以外（他
の大学等に置
かれる学部等
を含む）の組
織での基幹教
員としての勤
務 状 況

担当授業科目
教 育 課 程 の 編 成 等 の 意 思 決 定 に
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織での基幹教
員としての勤
務 状 況

156 特任准教授
太田
オオタ

　邦明
クニアキ

博士（医学） 2024年4月

女性内分泌・妊
娠
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○
○

3後

6後
4後・5通

0.3

0.1
6.7

○ 基幹教員会議 39.5

女性内分泌・妊
娠
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○
○

3後

6後
4後・5通

0.3

0.1
6.7

39.5

157 特任准教授
半田　修
ハンダ  オサム

博士（医学） 2022年4月
消化器系Ⅰ
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3前
6後

4後・5通

0.3
0.1
4.4

○ 基幹教員会議 39.5
消化器系Ⅰ
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3前
6後

4後・5通

0.3
0.1
4.4

39.5

158 特任准教授
家永　慎一
イエナガ  シンイチロウ

郎 博士（医学） 2019年2月 救急医学 ○ 4前 0.1 ○ 基幹教員会議 39.5 救急医学 ○ 4前 0.1 39.5

159 講師 桶井　一秀
オケイ  カズヒデ

博士（理学） 2015年4月

医学概論
医用統計学
基礎科学実験
発表の技法

○
○
○
○

1前
1前
1前
1後

0.2
2.0
1.0
1.0

○ 基幹教員会議 39.5

医学概論
医用統計学
基礎科学実験
発表の技法

○
○
○
○

1前
1前
1前
1後

0.2
2.0
1.0
1.0

39.5

160 講師 守山　禎之
モリヤマ  ヨシユキ

博士（理学） 2022年4月
医科学入門
基礎科学実験
生命科学Ⅰ

○
○
○

1前
1前
1前

0.7
1.0
0.7

○ 基幹教員会議 39.5
医科学入門
基礎科学実験
生命科学Ⅰ

○
○
○

1前
1前
1前

0.7
1.0
0.7

39.5

161 講師 宮野　佳
ミヤノ ケイ

博士（工学） 2023年4月

医学概論
医科学入門
基礎科学実験
生物化学

○
○
○
○

1前
1前
1前
1前

0.2
0.7
1.0
1.0

○ 基幹教員会議 39.5

医学概論
医科学入門
基礎科学実験
生物化学

○
○
○
○

1前
1前
1前
1前

0.2
0.7
1.0
1.0

39.5

162 講師 山西
ヤマニシ

　治代
ハルヨ

博士（工学） 2023年6月

医学概論
人体解剖実習
人体構造入門
脳神経・感覚器
皮膚・運動器
泌尿器・生殖器
組織学実習

○
○
○
○
○
○
○

1前
1後
1前
1後
1後
1後
1後

0.2
2.4
1.2
2.0
0.2
0.2
1.5

○ 基幹教員会議 39.5

医学概論
人体解剖実習
人体構造入門
脳神経・感覚器
皮膚・運動器
泌尿器・生殖器
組織学実習

○
○
○
○
○
○
○

1前
1後
1前
1後
1後
1後
1後

0.2
2.4
1.2
2.0
0.2
0.2
1.5

39.5

163 講師 森田
モリタ

　将之
マサユキ

博士（薬学） 2024年4月

人体解剖実習
人体構造入門
消化器・呼吸器
循環器・内分泌
組織学実習

○
○
○
○
○

1後
1前
1後
1後
1後

2.4
1.0
0.1
0.1
1.5

○ 基幹教員会議 39.5

人体解剖実習
人体構造入門
消化器・呼吸器
循環器・内分泌
組織学実習

○
○
○
○
○

1後
1前
1後
1後
1後

2.4
1.0
0.1
0.1
1.5

39.5

164 講師 花島　章
ハナシマ アキラ

博士（理学） 2019年4月
医学概論
機能系統合実習
臨床発生学

○
○
○

1前
2前
2前

0.2
0.5
0.1

○ 基幹教員会議 39.5
医学概論
機能系統合実習
臨床発生学

○
○
○

1前
2前
2前

0.2
0.4
0.1

39.5

165 講師 丸山　恵美
マルヤマ  エミ

博士（医学） 2016年7月
医学概論
機能系統合実習
生体内情報伝達

○
○
○

1前
2前
2前

0.2
0.5
0.1

○ 基幹教員会議 39.5
医学概論
機能系統合実習
生体内情報伝達

○
○
○

1前
2前
2前

0.2
0.4
0.1

39.5

166 講師 堺　立也
サカイ タツヤ

博士（理学） 2014年4月

リベラルアーツ
選択Ⅰ
生体と微生物
1(細菌)
生体と微生物
2(ウイルス)
生体と微生物
3(寄生虫)

○

○

○

○

1後

2前

2後

2後

0.1

0.2

0.7

0.2

○ 基幹教員会議 39.5

リベラルアーツ
選択Ⅰ
生体と微生物
1(細菌)
生体と微生物
2(ウイルス)
生体と微生物
3(寄生虫)

○

○

○

○

1後

2前

2後

2後

0.1

0.1

0.6

0.2

39.5

167 講師 沖野　哲也
オキノ テツヤ

医学博士 1996年4月

医学概論
生体と微生物
1(細菌)
生体と微生物
2(ウイルス)
生体と微生物
3(寄生虫)

○
○

○

○

1前
2前

2後

2後

0.2
0.2

0.3

1.0

○ 基幹教員会議 39.5

医学概論
生体と微生物
1(細菌)
生体と微生物
2(ウイルス)
生体と微生物
3(寄生虫)

○
○

○

○

1前
2前

2後

2後

0.2
0.1

0.2

1.0

39.5

168 講師 竹之内　康
タケノウチ ヤスヒロ

広 博士（薬学） 2022年9月 生体と薬物
薬物治療

○
○

2後
2後

0.3
1.0

○ 基幹教員会議 39.5 生体と薬物
薬物治療

○
○

2後
2後

0.2
1.0

39.5

169 講師 井関　將典
イセキ マサノリ

博士（医学） 2016年6月
リベラルアーツ
選択Ⅰ
免疫と生体防御

○

○

1後

2後

0.1

1.4
○ 基幹教員会議 39.5

リベラルアーツ
選択Ⅰ
免疫と生体防御

○

○

1後

2後

0.1

1.3
39.5

170 講師 石塚　佑太
イシヅカ ユウタ

博士（医学） 2021年7月
医学概論
生命科学Ⅱ
ゲノム医学

○
○
○

1前
2前
2前

0.2
0.3
0.2

○ 基幹教員会議 39.5
医学概論
生命科学Ⅱ
ゲノム医学

○
○
○

1前
2前
2前

0.2
0.3
0.1

39.5

171 講師 武井　直子
タケイ  ナオコ

博士（理学） 2017年10月 社会医学 ○ 4前 0.3 ○ 基幹教員会議 39.5 社会医学 ○ 4前 0.3 39.5

172 講師 吉留　敬
ヨシトメ ケイ

博士（医学） 2020年10月
医学概論
医の原則Ⅱ
法医学

○
○
○

1前
2後

4前･後

0.2
0.1
0.2

○ 基幹教員会議 39.5
医学概論
医の原則Ⅱ
法医学

○
○
○

1前
2後

4前･後

0.2
0.1
0.2

39.5

173 講師 渡部　芳子
ワタナベ  ヨシコ

博士（医学） 2022年4月

地域医療とプラ
イマリ・ケア
診療の基本
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○
○

4後

5前
4後・5通

0.1

0.2
4.8

○ 基幹教員会議 39.5

地域医療とプラ
イマリ・ケア
診療の基本
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○
○

4後

5前
4後・5通

0.1

0.2
4.8

39.5

174 講師 山下　直人
ヤマシタ ナオヒト

博士（医学） 2008年4月

臨床実習Ⅲ
感染症
症候論
地域医療とプラ
イマリ・ケア
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

○

3後
4前
4後
4後

4後・5通

0.5
0.1
0.3
0.1

9.3

○ 基幹教員会議 39.5

臨床実習Ⅲ
感染症
症候論
地域医療とプラ
イマリ・ケア
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

○

3後
4前
4後
4後

4後・5通

0.5
0.1
0.3
0.1

9.3

39.5

175 講師 高橋　治郎
タカハシ ジロウ

博士（医学） 2017年4月 救急医学
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

4前
4後・5通

0.1
4.7

○ 基幹教員会議 39.5 救急医学
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

4前
4後・5通

0.1
4.7

39.5

176 講師 上野
ウエノ

　太輔
ダイスケ

博士（医学） 2024年4月 救急医学
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

4前
4後・5通

0.1
4.7

○ 基幹教員会議 39.5 救急医学
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

4前
4後・5通

0.1
4.7

39.5

177 講師 平野　紘康
ヒラノ ヒロヤス

博士（医学） 2021年4月 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 2.7 ○ 基幹教員会議 39.5 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 2.7 39.5
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178 講師 辰巳　文則
タツミ フミノリ

博士（医学） 2015年4月 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 2.7 ○ 基幹教員会議 39.5 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 2.7 39.5

179 講師 太田
オオタ

　浩世
ヒロヨ

博士（医学） 2023年4月 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 2.5 ○ 基幹教員会議 39.5 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 2.5 39.5

180 講師 末廣　満彦
スエヒロ ミツヒコ

博士（医学） 2020年4月 症候論
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

4後
4後・5通

0.3
4.9

○ 基幹教員会議 39.5 症候論
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

4後
4後・5通

0.3
4.9

39.5

181 講師 浦田　矩代
ウラタ ノリヨ

博士（医学） 2021年4月 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 7.2 ○ 基幹教員会議 39.5 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 7.2 39.5

182 講師 谷川　朋弘
タニカワ  トモヒロ

博士（医学） 2021年4月 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 5.3 ○ 基幹教員会議 39.5 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 5.3 39.5

183 講師 西野　謙
ニシノ ケン

博士（医学） 2021年4月 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 3.2 ○ 基幹教員会議 39.5 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 3.2 39.5

184 講師 和田
ワダ

　望
ノゾム

博士（医学） 2024年4月 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 2.7 ○ 基幹教員会議 39.5 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 2.7 39.5

185 講師 依光　大祐
ヨリミツ  ダイスケ

博士（医学） 2016年10月 腎・尿路系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3前
4後・5通

0.1
2.7

○ 基幹教員会議 39.5 腎・尿路系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3前
4後・5通

0.1
2.7

39.5

186 講師 越智　宣昭
オチ ノブアキ

博士（医学） 2011年4月 総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

6前
4後・5通

0.1
12.1

○ 基幹教員会議 39.5 総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

6前
4後・5通

0.1
12.1

39.5

187 講師 林　次郎
ハヤシ ジロウ

博士（医学） 2010年5月 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 14.2 ○ 基幹教員会議 39.5 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 14.2 39.5

188 講師 湯川　拓郎
ユカワ タクロウ

博士（医学） 2016年4月 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 13.3 ○ 基幹教員会議 39.5 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 13.3 39.5

189 講師 石田　尚正
イシダ ナオマサ

博士（医学） 2019年4月 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 13.3 ○ 基幹教員会議 39.5 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 13.3 39.5

190 講師 太田　裕介
オオタ ユウスケ

博士（医学） 2019年4月 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 13.3 ○ 基幹教員会議 39.5 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 13.3 39.5

191 講師 岸野　瑛美
キシノ エミ

博士（医学） 2022年10月 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 13.3 ○ 基幹教員会議 39.5 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 13.3 39.5

192 講師 松原　正樹
マツバラ マサキ

博士（医学） 2022年4月 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 13.3 ○ 基幹教員会議 39.5 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 13.3 39.5

193 講師 磯田
イソダ

　竜太郎
リュウタロウ

博士（医学） 2023年4月 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 13.9 ○ 基幹教員会議 39.5 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 13.9 39.5

194 講師 村岡
ムラオカ

　玄哉
ゲンヤ

2023年4月 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 13.3 ○ 基幹教員会議 39.5 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 13.3 39.5

195 講師 景山
カゲヤマ

　聡一郎
ソウイチロウ

2024年4月 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 13.3 ○ 基幹教員会議 39.5 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 13.3 39.5

196 講師 秋山　真樹
アキヤマ  マキ

博士（医学） 2022年4月 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 5.5 ○ 基幹教員会議 39.5 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 5.5 39.5

197 講師 山田　亮太
ヤマダ リョウタロウ

郎
博士（医学） 2014年4月

循環器系Ⅰ
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3前
6前

4後・5通

0.4
0.1
4.6

○ 基幹教員会議 39.5
循環器系Ⅰ
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3前
6前

4後・5通

0.4
0.1
4.6

39.5

198 講師 古山　輝將
コヤマ テルマサ

博士（医学） 2016年4月
循環器系Ⅰ
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3前
6前

4後・5通

0.3
0.1
3.3

○ 基幹教員会議 39.5
循環器系Ⅰ
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
3前
6前

4後・5通

0.3
0.1
3.3

39.5

199 講師 今井　孝一
イマイ  コウイチロウ

郎
博士（医学） 2019年4月

循環器系Ⅰ
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3前
6前

4後・5通

0.3
0.2
4.5

○ 基幹教員会議 39.5
循環器系Ⅰ
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
3前
6前

4後・5通

0.3
0.2
4.5

39.5

200 講師 岡本　公志
オカモト ヒロシ

博士（医学） 2020年4月
循環器系Ⅰ
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3前
6前

4後・5通

0.2
0.1
3.4

○ 基幹教員会議 39.5
循環器系Ⅰ
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3前
6前

4後・5通

0.2
0.1
3.4

39.5

201 講師 黒瀬　浩史
クロセ コウジ

博士（医学） 2019年6月 呼吸器系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3前
4後・5通

0.1
8.8

○ 基幹教員会議 39.5 呼吸器系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3前
4後・5通

0.1
8.8

39.5

202 講師 山澤　隆彦
ヤマサワ タカヒコ

博士（医学） 2013年4月

循環器系Ⅱ
臨床解剖
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

3後
5前
6前

4後・5通

0.6
0.1
0.1
12.8

○ 基幹教員会議 39.5

循環器系Ⅱ
臨床解剖
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

3後
5前
6前

4後・5通

0.6
0.1
0.1
12.8

39.5

203 講師 桒田
クワタ

　憲明
ノリアキ

博士（医学） 2024年4月 臨床解剖
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

5前
4後・5通

0.1
12.8

○ 基幹教員会議 39.5 臨床解剖
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

5前
4後・5通

0.1
12.8

39.5

204 講師 最相　晋輔
サイショウ シンスケ

博士（医学） 2022年4月 呼吸器系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3前
4後・5通

0.1
9.3

○ 基幹教員会議 39.5 呼吸器系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3前
4後・5通

0.1
9.3

39.5

205 講師 野島
ノジマ

　雄史
ユウジ

博士（医学） 2023年4月 臨床解剖
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

5前
4後・5通

0.1
10.2

○ 基幹教員会議 39.5 臨床解剖
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

5前
4後・5通

0.1
10.2

39.5

206 講師 板野　精之
イタノ セイジ

博士（医学） 2019年4月

循環器系Ⅰ
腎・尿路系
臨床病態論
総床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

3前
3前
4後

4後・5通

0.1
0.3
0.1
2.8

○ 基幹教員会議 39.5

循環器系Ⅰ
腎・尿路系
臨床病態論
総床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

3前
3前
4後

4後・5通

0.1
0.3
0.1
2.8

39.5

207 講師 城所　研吾
キドコロ ケンゴ

博士（医学） 2020年4月
循環器系Ⅰ
腎・尿路系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3前
3前

4後・5通

0.1
0.1
1.9

○ 基幹教員会議 39.5
循環器系Ⅰ
腎・尿路系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3前
3前

4後・5通

0.1
0.1
1.9

39.5

208 講師 和田
ワダ

　佳久
ヨシヒサ

博士（医学） 2024年4月 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 17.8 ○ 基幹教員会議 39.5 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 17.8 39.5

209 講師 山内　佑
ヤマノウチ ユウ

2020年4月 腎・尿路系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3前
4後・5通

0.2
18.8

○ 基幹教員会議 39.5 腎・尿路系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3前
4後・5通

0.2
18.8

39.5

210 講師 松橋　佳子
マツハシ ヨシコ

博士（医学） 2008年4月

血液・造血器・
リンパ系
感染症
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○
○

3前

4前
4後・5通

0.3

0.1
3.6

○ 基幹教員会議 39.5

血液・造血器・
リンパ系
感染症
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○
○

3前

4前
4後・5通

0.3

0.1
3.6

39.5
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211 講師 清水　里紗
シミズ リサ

博士（医学） 2020年4月
血液・造血器・
リンパ系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○

3前

4後・5通

0.1

3.2
○ 基幹教員会議 39.5

血液・造血器・
リンパ系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○

3前

4後・5通

0.1

3.2
39.5

212 講師 福田　寛文
フクダ ヒロフミ

博士（医学） 2022年4月

血液・造血器・
リンパ系
感染症
診療の基本
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○
○
○

3前

4前
5前

4後・5通

0.1

0.1
0.2
3.0

○ 基幹教員会議 39.5

血液・造血器・
リンパ系
感染症
診療の基本
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○
○
○

3前

4前
5前

4後・5通

0.1

0.1
0.2
3.0

39.5

213 講師 橋本　誠也
ハシモト セイヤ

2021年4月 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 15 ○ 基幹教員会議 39.5 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 15 39.5

214 講師 下田　将司
シモダ マサシ

博士（医学） 2013年4月

内分泌・栄養・
代謝系
データ分析に基
づく研究講義
予防医学
症候論
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○

○
○
○
○

3前

3後

4前
4後
6前

4後・5通

0.5

0.1

0.1
0.3
0.1
13.3

○ 基幹教員会議 39.5

内分泌・栄養・
代謝系
データ分析に基
づく研究講義
予防医学
症候論
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○

○
○
○
○

3前

3後

4前
4後
6前

4後・5通

0.5

0.1

0.1
0.3
0.1
13.3

39.5

215 講師 木村　友彦
キムラ トモヒコ

博士（医学） 2021年4月

内分泌・栄養・
代謝系
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○
○

3前

6前
4後・5通

0.3

0.1
1.6

○ 基幹教員会議 39.5

内分泌・栄養・
代謝系
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○
○

3前

6前
4後・5通

0.3

0.1
1.6

39.5

216 講師 大平　伸
オオヒラ シン

博士（医学） 2019年4月
腎・尿路系
老年医学
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3前
4後

4後・5通

0.1
0.1
1.3

○ 基幹教員会議 39.5
腎・尿路系
老年医学
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3前
4後

4後・5通

0.1
0.1
1.3

39.5

217 講師 清水　真次
シミズ シンジロウ

朗
博士（医学） 2020年4月

泌尿器・生殖器
腎・尿路系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

1後
3前

4後・5通

0.1
0.1
13.6

○ 基幹教員会議 39.5
泌尿器・生殖器
腎・尿路系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

1後
3前

4後・5通

0.1
0.1
13.6

39.5

218 講師 杉山　星哲
スギヤマ セイテツ

博士（医学） 2021年4月 性腺・生殖器
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3後
4後・5通

0.1
3.5

○ 基幹教員会議 39.5 性腺・生殖器
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3後
4後・5通

0.1
3.5

39.5

219 講師 平田
ヒラタ

　啓太
ケイタ

博士（医学） 2023年4月
腎・尿路系
臨床解剖
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3前
5前

4後・5通

0.1
0.1
9.7

○ 基幹教員会議 39.5
腎・尿路系
臨床解剖
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3前
5前

4後・5通

0.1
0.1
9.7

39.5

220 講師 森中
モリナカ

　啓文
ヒロフミ

博士（医学） 2023年4月
腎・尿路系
臨床解剖
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3前
5前江
4後・5通

0.1
0.1
9.7

○ 基幹教員会議 39.5
腎・尿路系
臨床解剖
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3前
5前江
4後・5通

0.1
0.1
9.7

39.5

221 講師 海部　三香
カイフ ミカコ

子 2019年4月 腎・尿路系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3前
4後・5通

0.1
13.0

○ 基幹教員会議 39.5 腎・尿路系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3前
4後・5通

0.1
13.0

39.5

222 講師 髙崎
タカサキ

　宏靖
ヒロヤス

博士（医学） 2023年4月 腎・尿路系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3前
4後・5通

0.1
3.5

○ 基幹教員会議 39.5 腎・尿路系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3前
4後・5通

0.1
3.5

39.5

223 講師 杉野
スギノ

　謙司
ケンジ

2024年4月 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 3.5 ○ 基幹教員会議 39.5 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 3.5 39.5

224 講師 久德　弓子
クトク ユミコ

博士（医学） 2012年4月 神経系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○ 3後
4後・5通

0.1
0.8

○ 基幹教員会議 39.5 神経系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○ 3後
4後・5通

0.1
0.8

39.5

225 講師 梶山
カジヤマ

　裕太
ユウタ

博士（医学） 2023年4月

神経系
症候論
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

3後
4後
6前

4後・5通

0.2
0.5
0.1
4.5

○ 基幹教員会議 39.5

神経系
症候論
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

3後
4後
6前

4後・5通

0.2
0.5
0.1
4.5

39.5

226 講師 植村　順一
ウエムラ ジュンイチ

博士（医学） 2012年4月 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 2.2 ○ 基幹教員会議 39.5 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 2.2 39.5

227 講師 山下　眞史
ヤマシタ シンジ

博士（医学） 2014年10月 神経系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3後
4後・5通

0.1
2.2

○ 基幹教員会議 39.5 神経系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3後
4後・5通

0.1
2.2

39.5

228 講師 岩本
イワモト

　高典
タカノリ

博士（医学） 2023年4月 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 14.7 ○ 基幹教員会議 39.5 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 14.7 39.5

229 講師 岡崎　知子
オカザキ トモコ

2022年5月 総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

6前
4後・5通

0.1
14.7

○ 基幹教員会議 39.5 総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

6前
4後・5通

0.1
14.7

39.5

230 講師 平井　聡
ヒライ サトシ

博士（医学） 2021年4月

神経系
症候論
臨床解剖
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

3後
4後
5前

4後・5通

0.2
0.3
0.1
14.5

○ 基幹教員会議 39.5

神経系
症候論
臨床解剖
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

3後
4後
5前

4後・5通

0.2
0.3
0.1
14.5

39.5

231 講師 井上
イノウエ

　智
サトシ

博士（医学） 2023年7月
神経系
臨床解剖
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3後
5前

4後・5通

0.2
0.1
17.4

○ 基幹教員会議 39.5
神経系
臨床解剖
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3後
5前

4後・5通

0.2
0.1
17.4

39.5

232 講師 宮﨑　哲治
ミヤザキ テツジ

博士（医学） 2012年4月 精神系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3後
4後・5通

0.3
15.2

○ 基幹教員会議 39.5 精神系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3後
4後・5通

0.3
15.2

39.5

233 講師 髙橋　優
タカハシ ユウ

博士（医学） 2019年4月
精神系
腫瘍
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3後
4前

4後・5通

0.3
0.1
13.7

○ 基幹教員会議 39.5
精神系
腫瘍
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3後
4前

4後・5通

0.3
0.1
13.7

39.5

234 講師 和迩　健太
ワニ ケンタ

博士（医学） 2018年4月
臨床実習Ⅲ
精神系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3後
3後

4後・5通

0.5
0.2
15.2

○ 基幹教員会議 39.5
臨床実習Ⅲ
精神系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3後
3後

4後・5通

0.5
0.2
15.2

39.5

235 講師 北野　絵莉
キタノ エリコ

子 2022年4月 精神系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3後
4後・5通

0.1
15.2

○ 基幹教員会議 39.5 精神系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3後
4後・5通

0.1
15.2

39.5

236 講師 加藤　敦
カトウ アツシ

博士（医学） 2022年4月
小児
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

４前
6後

4後・5通

0.3
0.1
4.7

○ 基幹教員会議 39.5
小児
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

４前
6後

4後・5通

0.3
0.1
4.7

39.5

237 講師 久山　寿子
クヤマ ヒサコ

博士（医学） 2019年4月 小児
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

4前
4後・5通

0.2
10.2

○ 基幹教員会議 39.5 小児
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

4前
4後・5通

0.2
10.2

39.5

238 講師 杉原　弥香
スギハラ ミカ

博士（医学） 2013年4月

女性内分泌・妊
娠

総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○
○

3後

6後
4後・5通

0.3

0.1
10.2

○ 基幹教員会議 39.5

女性内分泌・妊
娠

総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○
○

3後

6後
4後・5通

0.3

0.1
10.2

39.5
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239 講師 野村　長久
ノムラ ツネヒサ

博士（医学） 2014年4月
性腺・生殖器
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3後
4後・5通

0.1
9.4

○ 基幹教員会議 39.5
性腺・生殖器
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3後
4後・5通

0.1
9.4

39.5

240 講師 小池　良和
コイケ ヨシカズ

博士（医学） 2020年4月
性腺・生殖器
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3後
4後・5通

0.1
6.3

○ 基幹教員会議 39.5
性腺・生殖器
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3後
4後・5通

0.1
6.3

39.5

241 講師 岩本
イワモト

　高
タカ

行
ユキ

博士（医学） 2023年4月
泌尿器・生殖器
性腺・生殖器
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

1後
3後

4後・5通

0.1
0.1
6.0

○ 基幹教員会議 39.5
泌尿器・生殖器
性腺・生殖器
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

1後
3後

4後・5通

0.1
0.1
6.0

39.5

242 講師 緒方
オガタ

　良平
リョウヘイ

博士（医学） 2023年4月 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 10.4 ○ 基幹教員会議 39.5 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 10.4 39.5

243 講師 藤田　俊一
フジタ シュンイチ

博士（医学） 2019年4月
免疫･アレル
ギー疾患
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○

4前

4後・5通

0.3

14.9
○ 基幹教員会議 39.5

免疫･アレル
ギー疾患
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○

4前

4後・5通

0.3

14.9
39.5

244 講師 浅野　澄恵
アサノ スミエ

博士（医学） 2021年4月 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 13.5 ○ 基幹教員会議 39.5 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 13.5 39.5

245 講師 杉山　聖子
スギヤマ セイコ

博士（医学） 2019年4月
皮膚系
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3前
6後

4後・5通

0.2
0.1
6.3

○ 基幹教員会議 39.5
皮膚系
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3前
6後

4後・5通

0.2
0.1
6.3

39.5

246 講師 深松　紘子
フカマツ ヒロコ

博士（医学） 2022年4月
皮膚系
症候論
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3前
4後

4後・5通

0.1
0.3
2.6

○ 基幹教員会議 39.5
皮膚系
症候論
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3前
4後

4後・5通

0.1
0.3
2.6

39.5

247 講師 馬屋原
ウマヤハラ

　孝恒
タカツネ

博士（医学） 2022年1月
皮膚系
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3前
6後

4後・5通

0.2
0.1
5.2

○ 基幹教員会議 39.5
皮膚系
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3前
6後

4後・5通

0.2
0.1
5.2

39.5

248 講師 大杉　育子
オオスギ イクコ

博士（医学） 2016年10月 臨床解剖
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

5前
4後・5通

0.1
11.8

○ 基幹教員会議 39.5 臨床解剖
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

5前
4後・5通

0.1
11.8

39.5

249 講師 木村　知己
キムラ トモミ

博士（医学） 2022年4月 臨床解剖
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

5前
4後・5通

0.1
16.0

○ 基幹教員会議 39.5 臨床解剖
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

5前
4後・5通

0.1
16.0

39.5

250 講師 鈴木　良典
スズキ ヨシノリ

博士（医学） 2017年4月 臨床解剖
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

5前
4後・5通

0.1
11.8

○ 基幹教員会議 39.5 臨床解剖
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

5前
4後・5通

0.1
11.8

39.5

251 講師 德岡　晋太
トクオカ シンタロウ

郎 博士（医学） 2016年4月 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 4.5 ○ 基幹教員会議 39.5 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 4.5 39.5

252 講師 新井　理恵
アライ サトエ

博士（医学） 2022年4月 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 4.5 ○ 基幹教員会議 39.5 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 4.5 39.5

253 講師 大成　和寛
オオナル  カズヒロ

博士（医学） 2014年4月 運動器系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3後
4後・5通

0.1
3.1

○ 基幹教員会議 39.5 運動器系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3後
4後・5通

0.1
3.1

39.5

254 講師 河本　豊広
カワモト トヨヒロ

博士（医学） 2019年4月
運動器系
感染症
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3後
4前

4後・5通

0.1
0.1
3.1

○ 基幹教員会議 39.5
運動器系
感染症
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3後
4前

4後・5通

0.1
0.1
3.1

39.5

255 講師 古市　州郎
フルイチ シュウロウ

博士（医学） 2019年4月
運動器系
臨床解剖
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3後
5前

4後・5通

0.1
0.1
3.1

○ 基幹教員会議 39.5
運動器系
臨床解剖
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3後
5前

4後・5通

0.1
0.1
3.1

39.5

256 講師 射場　英明
イバ ヒデアキ

博士（医学） 2021年4月
運動器系
臨床解剖
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3後
5前

4後・5通

0.1
0.1
3.1

○ 基幹教員会議 39.5
運動器系
臨床解剖
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3後
5前

4後・5通

0.1
0.1
3.1

39.5

257 講師 菊岡
キクオカ

　亮介
リョウスケ

博士（医学） 2023年4月
運動器系
腫瘍
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3後
4前

4後・5通

0.1
0.1
3.1

○ 基幹教員会議 39.5
運動器系
腫瘍
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3後
4前

4後・5通

0.1
0.1
3.1

39.5

258 講師 杉本　佳久
スギモト ヨシヒサ

博士（医学） 2022年1月 運動器系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3後
4後・5通

0.1
3.1

○ 基幹教員会議 39.5 運動器系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3後
4後・5通

0.1
3.1

39.5

259 講師 牧山　公彦
マキヤマ キミヒコ

博士（医学） 2017年4月 運動器系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3後
4後・5通

0.1
16.2

○ 基幹教員会議 39.5 運動器系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3後
4後・5通

0.1
16.2

39.5

260 講師 田中　健祐
タナカ ケンスケ

博士（医学） 2019年4月 運動器系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3後
4後・5通

0.1
19.2

○ 基幹教員会議 39.5 運動器系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3後
4後・5通

0.1
19.2

39.5

261 講師 原
ハラ

　啓之
ヨシユキ

博士（医学） 2024年4月 運動器系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3後
4後・5通

0.1
14.5

○ 基幹教員会議 39.5 運動器系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

3後
4後・5通

0.1
14.5

39.5

262 講師 阿部　泰昌
アベ  ヒロマサ

博士（医学） 2015年4月 リハビリ
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

4前
4後・5通

0.2
0.4

○ 基幹教員会議 39.5 リハビリ
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

4前
4後・5通

0.2
0.4

39.5

263 講師 杉山　岳史
スギヤマ タケフミ

博士（医学） 2020年4月 リハビリ ○ 4前 0.1 ○ 基幹教員会議 39.5 リハビリ ○ 4前 0.1 39.5

264 講師 関
セキ

　聰
ソウ

介
スケ

博士（医学） 2021年4月
リハビリ
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

4前
6前

4後・5通

0.3
0.1
0.8

○ 基幹教員会議 39.5
リハビリ
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

4前
6前

4後・5通

0.3
0.1
0.8

39.5

265 講師 新井　伸征
アライ ノブユキ

博士（医学） 2022年4月 リハビリ
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

4前
4後・5通

0.1
2.5

○ 基幹教員会議 39.5 リハビリ
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

4前
4後・5通

0.1
2.5

39.5

266 講師 山本　五弥
ヤマモト サヤコ

子
博士（医学） 2022年4月

リハビリ
症候論
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

4前
4後

4後・5通

0.1
0.3
0.4

○ 基幹教員会議 39.5
リハビリ
症候論
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

4前
4後

4後・5通

0.1
0.3
0.4

39.5

267 講師 安永
ヤスナガ

　雅
マサシ

博士（医学） 2023年4月 リハビリ
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

4前
4後・5通

0.1
0.3

○ 基幹教員会議 39.5 リハビリ
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

4前
4後・5通

0.1
0.3

39.5

268 講師 吉岡　奈穂
ヨシオカ ナオコ

子
博士（医学） 2022年4月

消化器系Ⅱ
感染症
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

3後
4前
6後

4後・5通

0.1
0.1
0.1
2.1

○ 基幹教員会議 39.5

消化器系Ⅱ
感染症
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

3後
4前
6後

4後・5通

0.1
0.1
0.1
2.1

39.5

269 講師 佐々木
ササキ

　恭
キョウ

博士（医学） 2022年10月
消化器系Ⅱ
症候論
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3後
4後

4後・5通

0.1
0.3
3.2

○ 基幹教員会議 39.5
消化器系Ⅱ
症候論
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3後
4後

4後・5通

0.1
0.3
3.2

39.5

270 講師 大澤　元保
オオサワ モトヤス

博士（医学） 2019年4月
消化器系Ⅰ
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3前
6後

4後・5通

0.2
0.1
5.5

○ 基幹教員会議 39.5
消化器系Ⅰ
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3前
6後

4後・5通

0.2
0.1
5.5

39.5
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271 講師 東田　正陽
ヒガシダ マサハル

博士（医学） 2014年4月 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 14.4 ○ 基幹教員会議 39.5 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 14.4 39.5

272 講師 矢野　修也
ヤノ シュウヤ

博士（医学） 2021年10月 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 16.6 ○ 基幹教員会議 39.5 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 16.6 39.5

273 講師 古谷
フルヤ

　圭
ケイ

2023年10月 臨床解剖
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

5前
4後・5通

0.1
19.2

○ 基幹教員会議 39.5 臨床解剖
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

5前
4後・5通

0.1
19.2

39.5

274 講師 鎌尾　浩行
カマオ ヒロユキ

博士（医学） 2015年4月
眼・視覚系
臨床実習入門
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

4前
4後

4後・5通

0.4
0.1
1.3

○ 基幹教員会議 39.5
眼・視覚系
臨床実習入門
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

4前
4後

4後・5通

0.4
0.1
1.3

39.5

275 講師 瀬戸口
セトグチ

　義
ヨシ

尚
ナオ

博士（医学） 2021年4月
眼・視覚系
臨床実習入門
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

4前
4後

4後・5通

0.4
0.1
7.2

○ 基幹教員会議 39.5
眼・視覚系
臨床実習入門
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

4前
4後

4後・5通

0.4
0.1
7.2

39.5

276 講師 濵本　真一
ハマモト マサカズ

博士（医学） 2021年4月

耳鼻・咽喉・口
腔系
症候論
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○
○

3後

4後
4後・5通

0.3

0.3
6.8

○ 基幹教員会議 39.5

耳鼻・咽喉・口
腔系
症候論
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○
○

3後

4後
4後・5通

0.3

0.3
6.8

39.5

277 講師 田所　宏章
タドコロ ヒロアキ

博士（医学） 2022年4月

耳鼻・咽喉・口
腔系
臨床解剖
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○
○
○

3後

5前
6後

4後・5通

0.3

0.1
0.1
7.4

○ 基幹教員会議 39.5

耳鼻・咽喉・口
腔系
臨床解剖
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○
○
○

3後

5前
6後

4後・5通

0.3

0.1
0.1
7.4

39.5

278 講師 高尾　香名
タカオ カナ

博士（歯学） 2020年4月 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 1.0 ○ 基幹教員会議 39.5 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 1.0 39.5

279 講師 日根野谷
ヒネノヤ  ハジメ

　一 博士（医学） 2024年4月 周術期管理
臨床実習Ⅵ

○
○

4前
6前

0.1
3.4

○ 基幹教員会議 39.5 周術期管理
臨床実習Ⅵ

○
○

4前
6前

0.1
3.4

39.5

280 講師 谷野　雅昭
タニノ マサアキ

博士（医学） 2024年4月
呼吸器系
周術期管理
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3前
4前
6前

0.1
0.1
0.3

○ 基幹教員会議 39.5
呼吸器系
周術期管理
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

3前
4前
6前

0.1
0.1
0.3

39.5

281 講師 林　真雄
ハヤシ マサオ

博士（医学） 2024年4月 周術期管理
臨床実習Ⅵ

○
○

4前
6前

0.1
2.9

○ 基幹教員会議 39.5 周術期管理
臨床実習Ⅵ

○
○

4前
6前

0.1
2.9

39.5

282 講師 黒田
クロダ

　浩
コウスケ

佐 博士（医学） 2024年4月 周術期管理
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

4前
6前

0.1
1.0

○ 基幹教員会議 39.5 周術期管理
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

4前
6前

0.1
1.0

39.5

283 講師 池本　直人
イケモト ナオト

博士（医学） 2024年4月 周術期管理
臨床実習Ⅵ

○
○

4前
4後・5通

0.1
2.0

○ 基幹教員会議 39.5 周術期管理
臨床実習Ⅵ

○
○

4前
4後・5通

0.1
2.0

39.5

284 講師 落合　陽子
オチアイ ヨウコ

博士（医学） 2024年4月 周術期管理
臨床実習Ⅵ

○
○

4前
4後・5通

0.1
3.0

○ 基幹教員会議 39.5 周術期管理
臨床実習Ⅵ

○
○

4前
4後・5通

0.1
3.0

39.5

285 講師 作田　由香
サクタ ユカ

2024年4月 周術期管理
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

4前
4後・5通

0.1
4.8

○ 基幹教員会議 39.5 周術期管理
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

4前
4後・5通

0.1
4.8

39.5

286 講師 吉田　悠紀
ヨシダ ユキコ

子 2024年4月 周術期管理
臨床実習Ⅵ

○
○

4前
6前

0.1
2.0

○ 基幹教員会議 39.5 周術期管理
臨床実習Ⅵ

○
○

4前
6前

0.1
2.0

39.5

287 講師 櫻井
サクライ

　由佳
ユカ

2024年4月 周術期管理
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

4前
6前

0.1
2.5

○ 基幹教員会議 39.5 周術期管理
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

4前
6前

0.1
2.5

39.5

288 講師
オカワキ マコト

博士（医学） 2024年4月
腫瘍
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

4前
6前

4後・5通

0.1
0.1
4.9

○ 基幹教員会議 39.5
腫瘍
総合医学1
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

4前
6前

4後・5通

0.1
0.1
4.9

39.5

289 講師 西江　宏行
ニシエ ヒロユキ

博士（医学） 2024年4月 臨床実習Ⅵ ○ 6前 5.6 ○ 基幹教員会議 39.5 臨床実習Ⅵ ○ 6前 5.6 39.5

290 講師 林田　稔
ハヤシダ ミノル

博士（医学） 2013年4月
画像診断
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

4前
6前

4後・5通

0.3
0.1
1.7

○ 基幹教員会議 39.5
画像診断
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

4前
6前

4後・5通

0.3
0.1
1.7

39.5

291 講師 神吉　昭彦
カンキ アキヒコ

博士（医学） 2019年4月

消化器系Ⅱ
画像診断
症候論
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○
○

3後
4前
4後
6後

4後・5通

0.1
0.2
0.3
0.1
1.6

○ 基幹教員会議 39.5

消化器系Ⅱ
画像診断
症候論
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○
○

3後
4前
4後
6後

4後・5通

0.1
0.2
0.3
0.1
1.6

39.5

292 講師 檜垣　篤
ヒガキ アツシ

博士（医学） 2019年4月
画像診断
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

4前
6前

4後・5通

0.2
0.1
1.7

○ 基幹教員会議 39.5
画像診断
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

4前
6前

4後・5通

0.2
0.1
1.7

39.5

293 講師 釋舍　竜司
トキヤ リュウジ

博士（医学） 2014年4月
生体と放射線
腫瘍
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

2後
4前

4後・5通

0.2
0.1
1.0

○ 基幹教員会議 39.5
生体と放射線
腫瘍
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

2後
4前

4後・5通

0.2
0.1
1.0

39.5

294 講師 神谷　伸彦
カミタニ ノブヒコ

博士（医学） 2021年4月 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 1.0 ○ 基幹教員会議 39.5 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 1.0 39.5

295 講師 松田
マツダ

　恵治
ケイジ

2024年4月 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 1.0 ○ 基幹教員会議 39.5 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 1.0 39.5

296 講師 坪井　有加
ツボイ  ユカ

博士（医学） 2021年4月 画像診断
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

4前
4後・5通

0.1
2.2

○ 基幹教員会議 39.5 画像診断
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

4前
4後・5通

0.1
2.2

39.5

297 講師 福原　由子
フクハラ ユウコ

博士（医学） 2022年4月 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 2.2 ○ 基幹教員会議 39.5 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 2.2 39.5

298 講師 荻野　裕香
オギノ ユカ

2015年4月 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 1.9 ○ 基幹教員会議 39.5 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 1.9 39.5

299 講師 末盛　晋一
スエモリ シンイチロウ

郎 博士（医学） 2010年4月 症候論
臨床実習入門

○
○

4後
4後

0.3
0.5

○ 基幹教員会議 39.5 症候論
臨床実習入門

○
○

4後
4後

0.3
0.5

39.5

300 講師 中藤　流以
ナカトウ  ルイ

博士（医学） 2020年4月
症候論
臨床実習入門
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

4後
4後

4後・5通

0.3
0.5
1.2

○ 基幹教員会議 39.5
症候論
臨床実習入門
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

4後
4後

4後・5通

0.3
0.5
1.2

39.5
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301 講師 伊禮　功
イレイ  イサオ

博士（医学） 2018年4月

呼吸器系
耳鼻・咽喉・口
腔系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

○

3前
3後

4後・5通

0.2
0.1

15.6

○ 基幹教員会議 39.5

呼吸器系
耳鼻・咽喉・口
腔系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○

○

3前
3後

4後・5通

0.2
0.1

15.6

39.5

302 講師 西村　広健
ニシムラ ヒロタケ

博士（医学） 2018年4月

脳神経・感覚器
臨床実習Ⅱ
他者への関心と
新たな交流
病因と病態
神経系
免疫･アレル
ギー疾患
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

○
○
○

○

1後
2前
2前

2後
3後
4前

4後・5通

0.1
1.3
0.1

0.3
0.5
0.1

15.6

○ 基幹教員会議 39.5

脳神経・感覚器
臨床実習Ⅱ
他者への関心と
新たな交流
病因と病態
神経系
免疫･アレル
ギー疾患
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

○
○
○

○

1後
2前
2前

2後
3後
4前

4後・5通

0.1
0.5
0.1

0.3
0.5
0.1

15.6

39.5

303 講師 藤原　英世
フジワラ ヒデヨ

博士（医学） 2018年10月
内分泌・栄養・
代謝系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○

3前

4後・5通

0.2

1.9
○ 基幹教員会議 39.5

内分泌・栄養・
代謝系
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○

○

3前

4後・5通

0.2

1.9
39.5

304 講師 松野　岳志
マツノ タケシ

博士（医学） 2022年4月

予防医学
腫瘍
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

4前
4前
6後

4後・5通

0.1
0.1
0.1
0.6

○ 基幹教員会議 39.5

予防医学
腫瘍
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

4前
4前
6後

4後・5通

0.1
0.1
0.1
0.6

39.5

305 講師 佐貫
サヌキ

　史明
フミアキ

博士（医学） 2024年4月 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 15.6 ○ 基幹教員会議 39.5 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 15.6 39.5

306 講師 村尾　高久
ムラオ タカヒサ

博士（医学） 2016年4月

予防医学
腫瘍
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

4前
4前
6後

4後・5通

0.1
0.1
0.1
0.6

○ 基幹教員会議 39.5

予防医学
腫瘍
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○
○

4前
4前
6後

4後・5通

0.1
0.1
0.1
0.6

39.5

307 特任講師 小島　史也
オジマ フミヤ

博士（理学） 2015年4月

リベラルアーツ
選択Ⅰ
医科学入門
生命科学Ⅰ
基礎科学実験

○

○
○
○

1後

1前
1前
1前

0.1

0.7
0.1
1.0

○ 基幹教員会議 39.5

リベラルアーツ
選択Ⅰ
医科学入門
生命科学Ⅰ
基礎科学実験

○

○
○
○

1後

1前
1前
1前

0.1

0.7
0.1
1.0

39.5

308 特任講師 松本　宏樹
マツモト ヒロキ

博士（学術） 2015年4月

医学概論
医科学入門
基礎科学実験
発表の技法
数理サイエンス
講義とプログラ
ミング実習

○
○
○
○
○

1前
1前
1前
1後
2前

0.2
0.9
1.0
1.0
0.5

○ 基幹教員会議 39.5

医学概論
医科学入門
基礎科学実験
発表の技法
数理サイエンス
講義とプログラ
ミング実習

○
○
○
○
○

1前
1前
1前
1後
2前

0.2
0.9
1.0
1.0
0.5

39.5

309 特任講師
テラワキ セイゴウ

博士（医学） 2022年1月 ゲノム医学 ○ 2前 0.7 ○ 基幹教員会議 39.5 ゲノム医学 ○ 2前 0.6 39.5

310 特任講師 木村　有紀
キムラ ユキコ

子 博士（医学） 2020年5月 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 2.4 ○ 基幹教員会議 30.0 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 2.4 30.0

311 特任講師 伏見
フシミ

　崇
タカシ

2024年4月 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 5.0 ○ 基幹教員会議 39.5 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 5.0 39.5

312 特任講師 山本　稔也
ヤマモト トシヤ

2017年4月 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 5.5 ○ 基幹教員会議 39.5 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 5.5 39.5

313 特任講師 玉田　智子
タマダ トモコ

博士（医学） 2016年4月
循環器系Ⅰ
総合医学1
臨床実習Ⅳ・

○
○
○

3前
6前

4後・5通

0.3
0.1
2.8

○ 基幹教員会議 30.0
循環器系Ⅰ
総合医学1
臨床実習Ⅳ・

○
○
○

3前
6前

4後・5通

0.3
0.1
2.8

30.0

314 特任講師 河田
カワタ

　幸
サナミ

波 博士（医学） 2024年4月 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 4.8 ○ 基幹教員会議 39.5 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 4.8 39.5

315 特任講師 河
カワセ

瀨　智哉
トモヤ

博士（医学） 2022年6月
消化器・呼吸器
消化器系Ⅱ
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

1後
3後

4後・5通

0.1
0.2
2.9

○ 基幹教員会議 26.0
消化器・呼吸器
消化器系Ⅱ
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

1後
3後

4後・5通

0.1
0.2
2.9

26.0

316 特任講師 福本　宗子
フクモト モトコ

博士（歯学） 2020年12月 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 0.6 ○ 基幹教員会議 39.5 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 0.6 39.5

317 特任講師 川口　勝久
カワグチ カツヒサ

2024年4月 周術期管理
臨床実習Ⅵ

○
○

4前
6前

0.1
2.6

○ 基幹教員会議 39.5 周術期管理
臨床実習Ⅵ

○
○

4前
6前

0.1
2.6

39.5

318 特任講師 福永　健志
フクナガ タケシ

博士（医学） 2015年4月
画像診断
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

4前
6後

4後・5通

0.1
0.1
1.7

○ 基幹教員会議 39.5
画像診断
総合医学2
臨床実習Ⅳ・Ⅴ

○
○
○

4前
6後

4後・5通

0.1
0.1
1.7

39.5

319 特任講師 小野
オノ

　由美
ユミカ

香 2023年4月 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 4.1 ○ 基幹教員会議 39.5 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 4.1 39.5

320 特任講師 三上
ミカミ

　友香
ユカ

博士（医学） 2023年4月 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 15.6 ○ 基幹教員会議 33.5 臨床実習Ⅳ・Ⅴ ○ 4後・5通 15.6 33.5

321 助教 佐藤　慧太
サトウ ケイタ

博士（理学） 2017年8月

人体構造入門
人体解剖実習
脳神経・感覚器
組織学実習
臨床解剖

○
○
○
○
○

1前
1後
1後
1後
5前

0.4
4.0
0.6
0.3
0.2

○ 基幹教員会議 39.5

人体構造入門
人体解剖実習
脳神経・感覚器
組織学実習
臨床解剖

○
○
○
○
○

1前
1後
1後
1後
5前

0.4
4.0
0.6
0.3
0.2

39.5

322 助教 外村　宗達
トノムラ ソウタツ

博士（鍼灸学） 2022年4月

人体構造入門
人体解剖実習
脳神経・感覚器
組織学実習
臨床解剖

○
○
○
○
○

1前
1後
1後
1後
5前

0.9
4.0
0.6
0.2
0.2

○ 基幹教員会議 39.5

人体構造入門
人体解剖実習
脳神経・感覚器
組織学実習
臨床解剖

○
○
○
○
○

1前
1後
1後
1後
5前

0.9
4.0
0.6
0.2
0.2

39.5

323 助教 三浦　未知
ミウラ ミチ

博士（医学） 2021年4月

医学概論
生体と微生物
1(細菌)
生体と微生物
2(ウイルス)
生体と微生物
3(寄生虫)

○
○

○

○

1前
2前

2後

2後

0.2
0.2

0.3

0.2

○ 基幹教員会議 39.5

医学概論
生体と微生物
1(細菌)
生体と微生物
2(ウイルス)
生体と微生物
3(寄生虫)

○
○

○

○

1前
2前

2後

2後

0.2
0.1

0.2

0.2

39.5
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科目の名称
主要授
業科目

配当年次
担当

単位数
教授会 教務委員会 その他

「その他」の
場合、会議等
の 名 称

科目の名称
主要授
業科目

配当年次
担当

単位数
教授会 教務委員会 その他

「その他」の
場合、会議等
の 名 称

番号 職位
フリガナ

氏名
年齢

保有
学位等

現　職
（就任年月）

学則変更年度 学則変更前年度

備考

担当授業科目
教 育 課 程 の 編 成 等 の 意 思 決 定 に
係 る 会 議 等 へ の 参 画 状 況

申請に係る
大学における
教育研究に
従事する週
当たり平均時
間 数

申請に係る学
部等以外（他
の大学等に置
かれる学部等
を含む）の組
織での基幹教
員としての勤
務 状 況

担当授業科目
教 育 課 程 の 編 成 等 の 意 思 決 定 に
係 る 会 議 等 へ の 参 画 状 況

申請に係る
大学における
教育研究に
従事する週
当たり平均時
間 数

申請に係る学
部等以外（他
の大学等に置
かれる学部等
を含む）の組
織での基幹教
員としての勤
務 状 況

324 助教 國塩
クニシオ

　幸
ミユキ

2024年4月

生体と微生物
1(細菌)
生体と微生物
2(ウイルス)
生体と微生物
3(寄生虫)

○

○

○

2前

2後

2後

0.2

0.3

0.2

○ 基幹教員会議 39.5

生体と微生物
1(細菌)
生体と微生物
2(ウイルス)
生体と微生物
3(寄生虫)

○

○

○

2前

2後

2後

0.2
0.1

0.2

0.2

39.5

325 助教 後川　潤
ウシロガワ  ヒロシ

博士（医学） 1997年4月

医学概論
生体と微生物
1(細菌)
生体と微生物
2(ウイルス)
生体と微生物
3(寄生虫)

○
○

○

○

1前
2前

2後

2後

0.2
0.2

0.3

0.2

○ 基幹教員会議 39.5

医学概論
生体と微生物
1(細菌)
生体と微生物
2(ウイルス)
生体と微生物
3(寄生虫)

○
○

○

○

1前
2前

2後

2後

0.2
0.1

0.2

0.2

39.5

326 助教 北風　圭介
キタカゼ ケイスケ

博士（薬科学） 2019年1月

リベラルアーツ
選択Ⅰ
医学概論
生体と薬物
薬物治療

○

○
○
○

1後

1前
2後
2後

0.1

0.2
0.3
0.8

○ 基幹教員会議 39.5

リベラルアーツ
選択Ⅰ
医学概論
生体と薬物
薬物治療

○

○
○
○

1後

1前
2後
2後

0.1

0.2
0.3
0.8

39.5

327 助教 坂本
サカモト

　祐真
ユウマ

博士（医学） 2023年4月
医学概論
免疫と生体防御

○
○

1前
2後

0.2
0.5

○ 基幹教員会議 39.5
医学概論
免疫と生体防御

○
○

1前
2後

0.2
0.4

39.5

328 助教 渡邉　昂
ワタナベ タカシ

博士（農学） 2020年4月

リベラルアーツ
選択Ⅰ
ゲノム医学
生命科学Ⅱ

○

○
○

1後

2前
2前

0.1

0.2
0.3

○ 基幹教員会議 39.5

リベラルアーツ
選択Ⅰ
ゲノム医学
生命科学Ⅱ

○

○
○

1後

2前
2前

0.1

0.1
0.3

39.5

329 助教 清水　由梨
シミズ ユリカ

香 博士（歯学） 2022年4月 医学概論
環境社会医学

○
○

1前
4前

0.2
0.1

○ 基幹教員会議 39.5 医学概論
環境社会医学

○
○

1前
4前

0.2
0.1

39.5

330 助教 山崎　晃
ヤマサキ アキラ

博士（理学） 2022年4月 環境社会医学 ○ 4前 0.1 ○ 基幹教員会議 39.5 環境社会医学 ○ 4前 0.1 39.5

（注）
１　教員の数に応じ，適宜枠を増やして記入してください。
２　「職位」の欄は，教授，准教授，講師，助教の順としてください。
３　「主要授業科目」の欄は，授業科目が主要授業科目に該当する場合，欄に「○」を記入すること。
４　「配当年次」の欄は，開講時期（通年，前期，後期）の別を配当年次の後に「通，前，後」と記入してください。
５　「担当単位数」の欄は，１年間の当該担当授業科目の担当単位数の合計（同一科目を複数回開講する場合には，当該授業科目の単位数に開講回数を乗じて算出。）を記入してください。
６　「教育課程の編成等の意思決定に係る会議等への参画状況」の欄は，教育課程の編成等についての意思決定を行う会議体で所属予定の会議体がある場合，欄に「○」を記入すること。
７　「申請に係る学部等以外（他の大学等に置かれる学部等を含む）の組織での基幹教員としての勤務状況」の欄は，申請に係る学部等以外（他の大学等に置かれる学部等を含む）の組織で基幹教員として勤務している場合，その大学及び学部等の名称及びそれらの学部等で
　の教員区分を記載すること。　
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